
90船橋西図書館の蔵書廃棄事件を考える91 ず・ぼん◉No.11　2005.11

図
書
館
に

と
っ
て
の
問
題
は

何
だ
っ
た
の
か

◉
船
橋
西
図
書
館
の
蔵
書
廃
棄
事
件
を
考
え
る

書名 著者 出版社
1 新しい歴史教科書を「つくる会」という運動がある 新しい歴史教科書をつくる会 扶桑社
2 戦後沖縄史 新崎盛暉 日本評論社
3 図説 死の文化史 フィリップ・アリエス 日本エディタースクール出版部
4 かず［福音館のペーパーバック絵本］ 安野光雅/西内久典 福音館書店
5 そうだったのか! 現代史 池上彰 ホーム社
6 朝日新聞の正義 井沢元彦/小林よしのり 小学館
7 日本人はなぜ箸を使うか 一色八郎 大月書店
8 姫島殺人事件［カッパノベルス］ 内田康夫 光文社
9 大きな機関車たち ガンバー&ピーター・エドワーズ/ウィルバート・オードリー ポプラ社

10 世界危険情報大地図館 恵谷治 小学館
11 あひるさんのぼうし 太田大八/神沢利子 福音館書店
12 国家は誰が守るのか 岡崎久彦 徳間書店
13 自分の国を愛するということ 岡崎久彦 海竜社
14 日米同盟と日本の戦略 岡崎久彦ほか PHP研究所
15 新英語はすぐ書ける 海江田進 ジャパンタイムズ

16 だるまちゃんとうさぎちゃん 加古里子 福音館書店
17 図説スペインの歴史 新版 川成洋/宮本雅広写真 河出書房新社
18 マルチメディア 紀田順一郎ほか ジャストシステム

19 海からの幸 木部崎修編 PHP研究所
20 アジア共円圏の時代 邱永漢/渡部昇一 PHP研究所
21 日本語（上）新版 金田一春彦 岩波書店
22 日本は二十一世紀の勝者たりえるか 日下公人ほか 太陽企画出版
23 誇りなくば国立たず 日下公人ほか 太陽企画出版
24 僕らはそう考えない 日下公人/渡部昇一 太陽企画出版
25 アメリカ黒人の叫び［世界人権問題叢書］ ケネス・B・クラーク 明石書店
26 ザ・デルタフォース T・グリスウォルド/D・M・ジャングレコ 並木書房
27 マルチメディア アラン・ケイほか 岩波書店
28 国民のための戦争と平和の法 小室直樹/色摩力夫 総合法令出版
29 大東亜戦争ここに蘇る 小室直樹 クレスト社
30 日本人のための経済原論 小室直樹 東洋経済新報社
31 三島由紀夫が復活する 小室直樹 毎日コミュニケーションズ
32 歴史に観る日本の行く末 小室直樹 青春出版社
33 江戸名所図会 第1 斉藤幸雄ほか 角川書店
34 江戸名所図会 第2 斉藤幸雄ほか 角川書店
35 江戸名所図会 第3 斉藤幸雄ほか 角川書店
36 江戸名所図会 第4 斉藤幸雄ほか 角川書店
37 江戸名所図会 第5 斉藤幸雄ほか 角川書店
38 知識人 坂本多加雄 読売新聞社
39 歴史教育を考える［PHP新書］ 坂本多加雄 PHP研究所
40 バイバイ 鷺沢萠 角川書店
41 東欧見聞録 佐藤健 毎日新聞社
42 シェイクスピア全集9 ウィリアム・シェイクスピア/小田島雄志訳 白水社
43 ちくま日本文学全集 43：志賀直哉 志賀直哉 筑摩書房
44 街道をゆく 6 司馬遼太郎 朝日新聞社
45 街道をゆく 8 司馬遼太郎 朝日新聞社
46 街道をゆく 9 司馬遼太郎 朝日新聞社
47 街道をゆく 10 司馬遼太郎 朝日新聞社
48 街道をゆく 11 司馬遼太郎 朝日新聞社
49 街道をゆく 12 司馬遼太郎 朝日新聞社
50 街道をゆく 13 司馬遼太郎 朝日新聞社
51 街道をゆく 14 司馬遼太郎 朝日新聞社
52 街道をゆく 15 司馬遼太郎 朝日新聞社
53 街道をゆく 18 司馬遼太郎 朝日新聞社
54 街道をゆく 20 司馬遼太郎 朝日新聞社
55 街道をゆく 22 司馬遼太郎 朝日新聞社
56「良い子」と過食症 R・T・シャーマン/R・A・トンプソン 創元社
57 いい生き方、いい文章 高橋玄洋 同文書院
58 感性が光る文章の書き方 高橋玄洋 同文書院
59 教科書検定 高橋史朗 中央公論社
60 滝沢真理のカレー料理 滝沢真理 家の光協会
61 モンスターのいえ 田中秀幸 佑学社
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書名 著者 出版社
62 男冥利 谷沢永一 PHP研究所
63 人生行路は人間学 谷沢永一/渡部昇一 PHP研究所
64［聖書］で人生修養 谷沢永一/渡部昇一 致知出版社
65 読書人の悦楽 谷沢永一 PHP研究所
66 人間通の勘どころ 谷沢永一 PHP研究所
67 拝啓韓国、中国、ロシア、アメリカ合衆国 谷沢永一/渡部昇一 光文社
68 人の世を見さだめる 谷沢永一 PHP研究所
69 メディア事典 田村紀雄 KDDクリエイティブ
70 続 物理のおとし穴 エリ・ヴェ・タラソフ/ア・エヌ・タラソワ 東京図書
71 猫の大虐殺 ロバート・ダートン 岩波書店
72 地球の歩き方66（’98～’99版） 「地球の歩き方」編集室 ダイヤモンド・ビッグ社
73 地球の歩き方68（’97～’98版） 「地球の歩き方」編集室 ダイヤモンド・ビッグ社
74 地球の歩き方72（’98～’99版） 「地球の歩き方」編集室 ダイヤモンド・ビッグ社
75 バーバパパのがっきやさん［バーバパパのちいさなおはなし］ アネット・チゾン/タラス・テイラー 講談社
76 バーバパパのすいしゃごや［バーバパパのちいさなおはなし］ アネット・チゾン/タラス・テイラー 講談社
77 バーバパパのふうせんりょこう［バーバパパのちいさなおはなし］アネット・チゾン/タラス・テイラー 講談社
78 バーバピカリのとけいやさん［バーバパパのちいさなおはなし］ アネット・チゾン/タラス・テイラー 講談社
79 バーバママのかわいいこうし［バーバパパのちいさなおはなし］ アネット・チゾン/タラス・テイラー 講談社
80うたのてんらんかい 長新太/くどうなおこ 理論社
81 大衆論－対談－ 富岡多恵子/西部邁 草思社
82 グルメは文化である 富田仁/内海あぐり 白馬出版
83 いじめと妬み 土居健郎/渡部昇一 PHP研究所
84 教育と自由 西尾幹二 新潮社
85 行為する思索 西尾幹二 中央公論社
86 思想の出現－対談集－ 西尾幹二 東洋経済新報社
87 情熱を喪った光景 西尾幹二 河出書房新社
88 人生の価値について［新潮選書］ 西尾幹二 新潮社
89 全体主義の呪い［新潮選書］ 西尾幹二 新潮社
90 智恵の凋落 西尾幹二 福武書店
91 地球日本史 3 西尾幹二責任編集 産経新聞ニュースサービス
92 沈黙する歴史 西尾幹二 徳間書店
93 学者この喜劇的なるもの 西部邁 草思社
94 恐慌前夜の独り言 西部邁 新潮社
95 虚無の構造 西部邁 飛鳥新社
96「国柄」の思想 西部邁 徳間書店
97 寓喩としての人生 西部邁 徳間書店
98 経済倫理学序説 西部邁 中央公論社
99 現在への証言 西部邁 廣済堂出版

100 幻像の保守へ 西部邁 文藝春秋
101 国民の道徳 西部邁/新しい教科書をつくる会編 産経新聞ニュースサービス
102 国家と歴史［発言者双書］ 西部邁 秀明出版会
103 サンチョ・キホーテの眼 西部邁 文藝春秋
104 思想史の相貌 西部邁 世界文化社
105 思想の英雄たち 西部邁 文藝春秋
106 新・学問論［講談社現代新書］ 西部邁 講談社
107［成熟］とは何か 西部邁 講談社
108 世人に言上したきことあり 西部邁 新潮社
109 ソシオ・エコノミックス 西部邁 中央公論社
110 闘論息子の教育 西部邁/三田誠広 プレジデント社
111 なぜ「日本売り」は起きたのか 西部邁 PHP研究所
112 西部邁の論争の手引き 西部邁 日刊工業新聞社
113 西部邁の論争ふたたび 西部邁 日刊工業新聞社
114 ニヒリズムを超えて 西部邁 日本文芸社
115 人間論 西部邁 日本文芸社
116 破壊主義者の群れ 西部邁 PHP研究所
117 剝がされた仮面 西部邁 文藝春秋
118 白昼への意思 西部邁 中央公論社
119 批評する精神 続 西部邁 PHP研究所
120 批評する精神 3 西部邁 PHP研究所
121 批評する精神 4 西部邁 PHP研究所
122ビジネス文明批判 西部邁/長崎浩 作品社
123 福澤諭吉 西部邁 文藝春秋
124 マスコミ亡国論 西部邁 光文社

書名 著者 出版社
125 歴史感覚 西部邁 PHP研究所
126 私の憲法論 西部邁 徳間書店
127 実験化学講座 27：生物有機 第4版 日本化学会編 丸善
128 市場原理と生活原理 根井康之 農山漁村文化協会
129 ベルリン物語 橋口譲二写真 情報センター出版
130 情報化社会の本当の読み方 長谷川慶太郎 徳間書店
131 情報力 長谷川慶太郎 サンマーク出版
132 世紀末大転換 長谷川慶太郎 徳間書店
133 成功の記憶を捨てろ 長谷川慶太郎 東洋経済新報社
134 盛衰の岐路 長谷川慶太郎/渡部昇一 PHP研究所
135 中国発の危機と日本 長谷川慶太郎/岡崎久彦 徳間書店
136 デフレ時代の新投資戦略 長谷川慶太郎ほか ビジネス社
137 長谷川慶太郎のビッグバンで日本はこう変わる 長谷川慶太郎 徳間書店
138 火事場のサイエンス 長谷見雄二 井上書店
139 黒人の誇り・人間の誇り ローザ・パークス サイマル出版会
140 空白の終焉へ 福田和也 PHP研究所
141 喧嘩の火だね 福田和也 新潮社
142この国の仇 福田和也 光文社
143『作家の値打ち』の使い方 福田和也 飛鳥新社
144 魂の昭和史 福田和也 PHP研究所
145 なぜ日本人はかくも幼稚になったのか 福田和也 角川春樹事務所
146 続・なぜ日本人はかくも幼稚になったのか 福田和也 角川春樹事務所
147 なぜ日本人はかくも幼稚になったのか3 福田和也 角川春樹事務所
148 罰あたりパラダイス 福田和也 扶桑社
149 平成ゾンビ集 福田和也 角川春樹事務所
150 余は如何にしてナショナリストとなりし乎 福田和也 光文社
151 日本への遺言 福田恆存/中村保男編 文藝春秋
152 教科書が教えない歴史 1 藤岡信勝/自由主義史観研究会 産経新聞ニュースサービス
153 生と死の境界 スーザン・ブラックモア 読売新聞社
154 ブルーガイドパック 38 第7改訂版 ブルーガイドパック編 実業之日本社
155 真剣勝負 前田日明/福田和也 草思社
156 なぞなぞのすきな女の子 松岡享子/大社玲子 学習研究社
157 恐竜たんけん図鑑 松岡達英 岩崎書店
158 モニカ－音楽家の夢・小説家の物語－ 村上龍/坂本龍一 新潮社
159 無印おまじない物語 群ようこ 角川書店
160きょうはさいこう! ワジーラ・メアフェルト 偕成社
161 白雪姫コンプレックス エリッサ・メラメド 晶文社
162どうぶつのおかあさん 藪内正幸/小森厚 福音館書店
163 英文法の核心 山崎紀美子 筑摩書房
164 伊賀忍法帖 山田風太郎 講談社
165 甲賀忍法帖 山田風太郎 講談社
166 忍びの卍 山田風太郎 講談社
167しゅっぱつしんこう! 山本忠敬 福音館書店
168 英米文学史概要 改訂版 吉田三雄 成美堂
169 チャップリン 上 デイヴィッド・ロビンソン 文藝春秋
170 チャップリン 下 デイヴィッド・ロビンソン 文藝春秋
171 英米文学の名作を知る本 渡邊恵子編 研究社出版
172 かくて歴史は始まる 渡部昇一 クレスト社
173 国思う故にわれあり 渡部昇一 徳間書店
174 国益の立場から 渡部昇一 徳間書店
175 新世紀への英知 渡部昇一/谷沢永一 祥伝社
176 自分の壁を破る人破れない人 渡部昇一 三笠書房
177 そろそろ憲法を変えてみようか 渡部昇一/小林節 致知出版社
178 起て! 日本 渡部昇一/加瀬英明 高木書房
179 父は子に何ができるか 渡部昇一/屋山太郎 PHP研究所
180 読書有訓 渡部昇一 致知出版社
181 何が日本をおかしくしたのか 渡部昇一 講談社
182 日本人の気概 渡部昇一 PHP研究所
183 日本の生き筋 渡部昇一 致知出版社
184 日本の驕慢（おごり）韓国の傲慢（たかぶり） 渡部昇一/呉善花 徳間書店
185まさしく歴史は繰りかえす 渡部昇一 クレスト社
186 歴史の鉄則 渡部昇一 PHP研究所
●この表は、「正論」平成14年6月号・「船橋市西図書館が捨てた書籍百八十七冊全リスト」を元に再構成した。
●船橋市の発表では、2002年8月の雑誌を除く一般書・児童書の除籍冊数は「187点」だが、上記表では「186点」で1冊は不明である。
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そ
の
後
、
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で
も
も
う
一
回
棄
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れ
て
、
今
、
最
高
裁
に
い
っ
て
い

ま
す
。

堀
●　

六
月
に
最
高
裁
で
弁
論
が
開

か
れ
ま
す
﹇
注
01
﹈。

手
嶋
●　

弁
論
が
開
か
れ
る
と
い
う
の

は
、
高
裁
の
判
決
が
ひ
っ
く
り
返
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。

沢
辺
●　

最
高
裁
が
弁
論
を
開
く
と
判

断
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
ひ
っ
く
り

返
す
っ
て
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
?

東
條
●　

女
性
司
書
に
関
す
る
弁
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は

開
か
れ
な
く
て
、
教
育
委
員
会
な
い

し
図
書
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が
原
告
者
の
権
利
を
侵
害

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
で
し
ょ

う
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
憲
法
の
論
争
で
す
よ

ね
。
最
高
裁
が
な
ん
で
弁
論
開
く
の

か
が
私
な
ん
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

ど
な
。

東
條
●　

今
ま
で
で
言
え
ば
、
富
山
の

と
き
の
判
例
﹇
注
02
﹈
が
あ
る
わ
け

で
す
よ
。
今
回
の
一
審
で
も
そ
う
な

ん
だ
け
ど
、
図
書
館
が
資
料
を
購
入

す
る
の
は
図
書
館
の
裁
量
だ
か
ら
、

逆
に
言
え
ば
廃
棄
す
る
の
も
図
書
館

の
裁
量
な
ん
だ
。
だ
か
ら
著
作
権
者

が
図
書
館
に
対
し
て
権
利
侵
害
と
い

う
こ
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
が
、

最
高
裁
の
判
例
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
と
思
う
し
、
現
に
富
山
で
そ
う

な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

東
條
●　

そ
れ
に
対
し
て
も
う
一
回
弁

論
が
開
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
ひ
っ

く
り
返
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

何
で
破
棄
し
た
の
か

理
由
が
さ
っ
ぱ
り
見
え
て

こ
な
い

沢
辺
●　

で
は
事
実
経
過
を
見
た
と
き

の
皆
さ
ん
の
疑
問
に
入
り
ま
し
ょ
う

か
。
こ
の
座
談
会
に
入
る
前
の
雑
談

で
、
こ
の
廃
棄
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
当
事
者
の
女
性
司
書
は
同
僚
に
嫌

わ
れ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
説
が
出
て

い
ま
し
た
よ
ね
。
裁
判
で
同
僚
が
彼

女
に
不
利
に
な
る
証
言
に
立
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
、
と
。

真
々
田
●
あ
れ
は
裁
判
で
出
た
証
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
の
内

部
調
査
の
と
き
に
そ
う
い
う
証
言
が

出
た
と
い
う
こ
と
が
、
原
告
側
か
ら

出
さ
れ
た
ん
で
す
。

東
條
●　

そ
う
そ
う
。

手
嶋
●　

裁
判
で
出
て
き
た
証
言
で
は

な
い
ん
だ
?

小
形　

亮

●
お
が
た
・
り
ょ
う

練
馬
区
光
が
丘
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

　
　

手
嶋
孝
典

●
て
じ
ま
・
た
か
の
り

町
田
市
立
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

　
　

東
條
文
規

●
と
う
じ
ょ
う
・
ふ
み
の
り

四
国
学
院
大
学
・
短
期
大
学
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

　
　

堀　

渡

●
ほ
り
・
わ
た
る

国
分
寺
市
立
恋
ケ
窪
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

　
　

真
々
田
忠
夫

●
ま
ま
だ
・
た
だ
お

埼
玉
県
立
越
ヶ
谷
高
等
学
校
司
書
・
本
誌
編
集
委
員

司
会
●
ポ
ッ
ト
出
版

沢
辺
均　

産
經
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
か
ら

最
高
裁
弁
論
ま
で
の
経
過

沢
辺
●　

最
初
に
事
実
経
過
を
再
確
認

し
、
二
番
目
に
こ
の
事
件
に
つ
い
て

の
評
価
、
そ
れ
か
ら
三
番
目
に
図
書

館
の
あ
り
方
と
し
て
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
こ
う
い
う
こ
と
を
な
く
す
た

め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
み
ん
な

で
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は

東
條
さ
ん
か
ら
、
経
過
を
簡
単
に
。

東
條
●　

産
經
新
聞
が
、
船
橋
市
西
図

書
館
が
廃
棄
し
た
図
書
の
中
に
、「
新

し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の

主
要
メ
ン
バ
ー
の
著
書
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
一
面
で

ス
ク
ー
プ
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
ス
ク
ー
プ
の
直
後
、
あ
ま
り
詳

し
い
調
査
が
な
さ
れ
ず
、
図
書
館
と

教
育
委
員
会
が
す
ぐ
記
者
会
見
を
開

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
廃
棄
規

定
に
則
っ
た
ふ
つ
う
の
廃
棄
だ
と
い

う
ふ
う
に
い
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
図
書

館
協
会
（
以
下
、
日
図
協
）
の
自
由

委
員
会
や
図
書
館
問
題
研
究
会
（
以

下
、
図
問
研
）
が
調
査
に
乗
り
出
し

て
、
館
長
さ
ん
と
か
廃
棄
し
た
と
い

わ
れ
る
女
性
司
書
を
対
象
に
調
べ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
こ
の
調
査
報
告

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
な
ん
で

す
。
そ
の
後
、
二
回
目
の
記
者
会
見

が
あ
り
、
ど
う
も
意
図
的
に
「
新
し

い
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
メ
ン

バ
ー
の
主
要
図
書
が
廃
棄
さ
れ
た
よ

う
だ
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

女
性
司
書
が
な
ぜ
廃
棄
し
た
の
か
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
は
っ
き

り
言
っ
て
弁
明
に
な
ら
な
い
よ
う
な

弁
明
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以

上
日
図
協
も
図
問
研
も
追
及
し
な

か
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
あ
と
で
、
今
度
は
廃
棄
さ
れ
た

主
要
著
者
の
「
新
し
い
歴
史
教
科
書

を
つ
く
る
会
」
と
作
家
の
井
沢
元
彦

さ
ん
ら
八
人
が
司
書
と
船
橋
市
に
計

二
七
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

一
審
判
決
で
は
当
該
女
性
司
書
は
確

か
に
公
務
員
と
し
て
違
法
行
為
を
し

た
け
れ
ど
も
、
原
告
者
に
対
す
る
違

法
行
為
で
は
な
い
。
図
書
館
と
そ
の

女
性
司
書
と
の
間
で
は
違
法
行
為
が

な
さ
れ
て
一
応
処
分
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
で
も
う
い
い
、
と
原
告

の
訴
え
は
棄
却
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

構
成
●
那
須
ゆ
か
り
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東
條
●　

教
育
委
員
会
の
事
情
聴
取
の

文
章
が
原
告
側
に
流
れ
ち
ゃ
っ
た
ん

だ
よ
な
。

真
々
田
●
一
番
け
っ
た
い
だ
っ
た
と

思
っ
た
の
は
、
な
ん
で
廃
棄
し
た
の

か
と
い
う
理
由
が
全
く
明
示
さ
れ
て

な
い
こ
と
で
す
ね
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
日
図
協
調
査
の
こ

と
?

真
々
田
●
い
や
、
全
般
に
わ
た
っ
て
。

な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
が
明
ら
か
に

な
っ
て
な
い
で
し
ょ
う
。要
す
る
に
、

や
っ
た
人
と
結
果
だ
け
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
至
る
経
過
と
い
う
の
が
全
然

つ
ま
び
ら
や
か
に
な
っ
て
な
い
。

東
條
●　

彼
女
（
女
性
司
書
）
が
誰
か

を
か
ば
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
?　

そ
う
い
う
こ
と
も
ち
ょ
っ
と
考
え
た

ん
だ
よ
な
。
非
常
勤
の
人
と
か
が
ケ

ア
レ
ス
ミ
ス
で
バ
バ
バ
ッ
と
除
籍

（
廃
棄
）
し
て
し
ま
っ
た
と
か
。
彼

女
が
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く

る
会
」
関
係
の
本
を
集
め
て
く
れ
と

言
っ
た
の
は
確
か
で
、
そ
こ
ま
で
は

彼
女
も
そ
う
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

集
め
て
ど
こ
か
に
積
ん
で
お
い
た

ら
、
廃
棄
す
る
本
と
一
緒
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
本
人
も
よ
く
わ
か
ら
な

く
て
、
い
い
や
い
い
や
と
い
う
形
で

バ
バ
バ
ッ
と
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
。

え
ら
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
、
今
さ
ら
お
前
が
廃
棄
し
た
か
ら

と
は
言
え
な
く
な
っ
て
…
…
。

手
嶋
●　

で
も
、
何
の
た
め
に
集
め
た

ん
で
す
か
?

東
條
●　

利
用
者
か
ら
「
新
し
い
歴
史

教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
が
あ
っ
て
、
一
応
私
も
調
べ
よ

う
か
な
と
思
っ
て
集
め
る
と
い
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
話
じ
ゃ
な
い
?　

興

味
が
あ
れ
ば
。

真
々
田
●
で
も
ふ
つ
う
現
物
を
集
め
る

か
な
。
リ
ス
ト
化
す
る
の
は
わ
か
る

け
ど
。

堀
●　

し
か
も
船
橋
市
西
図
書
館
に

あ
っ
た
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
よ
そ

の
図
書
館
の
閉
架
書
庫
の
本
ま
で
引

き
上
げ
て
西
図
書
館
に
集
め
て
、
と

い
う
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
ふ
つ
う
の
調
査
の
レ
ベ
ル
で
は

な
い
よ
ね
。

真
々
田
●
そ
う
い
う
可
能
性
が
な
い
と

は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
程
度

の
こ
と
で
現
物
を
集
め
る
と
い
う
の

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
行
為
だ
よ

ね
。

東
條
●　

ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。

小
形
●　

ほ
と
ん
ど
推
測
で
み
ん
な
も

の
を
言
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
本
人
が

ど
う
い
う
意
図
だ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
自
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

沢
辺
●　

推
測
は
推
測
で
と
り
あ
え
ず

い
っ
た
ん
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

よ
。
何
し
ろ
今
、
廃
棄
し
た
理
由
が

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
。

小
形
●　

一
つ
の
推
理
ゲ
ー
ム
み
た
い

ね
。

沢
辺
●　

話
を
戻
し
て
、
彼
女
が
、
本

当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え
る
よ
ね
?

東
條
●　

あ
り
え
る
。
誰
か
を
か
ば
っ

て
と
か
。

沢
辺
●　

い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
。

彼
女
自
身
が
「
右
翼
反
動
、
つ
ぶ
れ

て
し
ま
え
」
と
思
っ
て
本
当
に
集
め

て
廃
棄
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
思
っ

て
や
り
ま
し
た
と
は
言
え
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

東
條
●　

で
も
図
書
館
の
本
を
な
く
し

た
っ
て
、
右
翼
反
動
が
つ
ぶ
れ
る
わ

け
で
も
何
で
も
な
い
（
笑
）。

沢
辺
●　

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
す
べ

て
の
「
運
動
」
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
?　

渋

谷
の
町
で
「
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
」
と

サ
ウ
ン
ド
デ
モ
を
や
っ
た
ら
イ
ラ
ク

で
戦
争
が
止
ま
る
か
と
い
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
。

東
條
●　

い
や
、
そ
れ
は
意
思
表
示
だ

か
ら
、
ま
さ
に
表
現
の
自
由
（
笑
）。

平成14年度臨時記者発表（5/10）

船橋市西図書館の蔵書廃棄問題

今までの経緯

（平成14年4月12日）

・一部新聞で「昨年8月、船橋市西図書館において、汚損や利用率の低くなった蔵書541冊（雑誌含む）を廃棄処分

する際に特定著者の書籍が大量に処分されていたことが判明した」と報道され、市教育委員会が記者会見し、その

時点で確認された事実関係について発表しました。

・この日から市教育委員会では、廃棄図書が除籍基準に適合した除籍であったかということに焦点を当て、臨時職

員を含めた22名の西図書館職員を対象として、聴き取りや現場の実態把握等の調査を行いました。

（平成14年5月10日）

・市教育委員会による調査がまとまり、以下のとおり記者発表を行いました。

記者発表（要旨）

　この件につきましては、多くの皆様に多大なるご迷惑をお掛けいたしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

　本来、図書の除籍については、船橋市図書館資料除籍基準に基づき、館長の決裁後に除籍を行うところでありま

すが、調査の結果、翌月に1カ月分をまとめて図書整理簿により、除籍の事後決裁を行っていたことが判明いたしま

した。このことが、今回の問題が起きた大きな要因の一つであると考えております。

　平成13年8月に除籍された541冊（内訳　一般図書170冊、児童図書17冊、雑誌354冊）の除籍理由については、職

員からの事情聴取の中で判断しましたが、一般図書170冊のうち63冊、児童図書17冊、雑誌354冊は、船橋市図書館

資料除籍基準に基づき除籍したものでありました。

　しかし、一般図書107冊については、利用が低下しているものや、受入れ年月日の古いものなどがありましたが、

除籍理由を明確にすることは出来ませんでした。

 除籍の内訳 除籍数 除籍基準に基づいたもの 不明

 一般図書 170冊 63冊 107冊

 児童図書 17冊 17冊 0冊

 雑誌 354冊 354冊 0冊

　臨時職員を含めた22名の西図書館職員から、それぞれ数回にわたり事情聴取をしてまいりました。その聴き取り

調査の結果、司書職員1人が、8月に西部邁氏（36冊）、渡部昇一氏（22冊）等の著書107冊を除籍したことを認めて

おります。

　特定の著者の図書を一時期に大量に除籍した理由として、本人は利用者から「新しい歴史教科書をつくる会」に

ついて問合わせがあり、それを調べる目的で関係図書を集めたが、なぜ除籍してしまったかということについては、

自分でも説明がつかないということでした。

　しかし、このことについては、多くの方々に多大なるご迷惑を掛けることになり、本人も深く反省をしております。

　調査の中で、本人も思想的背景で除籍したことは否定しており、また教育委員会としても組織的に行われたもの

ではないと判断いたしましたが、今回このような結果になってしまったことについては、意図的と思われても仕方

がなく、市民の信頼を著しく損なうものであり、今後、このようなことが二度と起こらないよう、各館長に再発防

止のための改善策について指示したところであります。

　また、この時期に他館において、このような特定著者の図書が一時的大量に除籍されたかどうかについても調査

いたしましたが、そのような事実はありませんでした。

図書の弁済について

　今回除籍された図書については、現在市民の利用に供すべく、購入の手続きを終了しております。また費用につ

いては、図書館運営の責任者である館長など関係者が負担することを申し出ています。

処分について

　関係者の処分につきましては、船橋市職員懲戒審査会の答申を求め、教育委員会に諮り、決定する予定です。

　今後は、1日も早く市民の信頼を回復し、市民のニーズに則した親しみ愛される図書館を目指して努力してまいり

ます。　改めまして今回、多くの皆様に多大なご迷惑をお掛けしましたことを心よりお詫び申し上げます。
［出典：船橋市ホームページ平成14年度臨時記者発表（5/10）：http://www.city.funabashi.chiba.jp/home/kisha02/rinji0510.htm］

資料02●船橋市・記者発表（2002年5月10日）
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沢
辺
●　

百
万
回
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い

た
っ
て
国
家
権
力
が
倒
れ
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
連
帯

で
き
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
…
…
。

東
條
●　

お
も
し
ろ
い
か
ら
や
る
だ

け
。
で
も
除
籍
は
お
も
し
ろ
く
な
い

で
し
ょ
。

小
形
●　

基
本
的
に
図
書
館
員
は
、
自

分
の
政
治
信
条
み
た
い
な
も
の
と
職

業
意
識
を
混
同
さ
せ
ま
せ
ん
よ
。

手
嶋
●　

そ
う
で
す
よ
。
そ
れ
を
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
と
思
う
。

小
形
●　

か
つ
、
こ
の
人
は
そ
う
い
う

意
味
で
は
図
書
館
員
と
し
て
ベ
テ
ラ

ン
な
の
に
、
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に

な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
自
体
が
謎
で

す
。

自
分
の
関
心
や

信
条
よ
り
、職
業
倫
理
が

優
先
す
る
は
ず

沢
辺
●　

自
分
の
政
治
信
条
と
職
業
意

識
を
基
本
的
に
混
同
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
右
翼
の
人
た

ち
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
混
同
す
る

よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
左
翼

が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
話
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ぼ
く
自
身
は
、
ゴ
リ
ゴ
リ
の
左
翼
な

ん
て
図
書
館
に
も
そ
ん
な
に
い
っ
ぱ

い
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
右
翼
的

な
信
条
の
人
よ
り
も
左
翼
的
な
信
条

の
人
の
ほ
う
が
多
い
か
な
と
は
思
っ

て
る
け
ど
。
現
に
図
書
館
運
動
と
い

う
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、
昔
は
図
問
研

の
こ
と
を
共
産
党
支
持
外
郭
大
衆
団

体
み
た
い
な
も
の
と
認
識
し
て
い

た
。
外
郭
の
外
郭
で
一
番
共
産
党
と

は
縁
は
薄
く
て
、
民
青
や
平
和
委
員

会
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
う
し
た

大
衆
運
動
の
団
体
だ
と
い
う
ふ
う
に

認
識
を
し
て
い
た
わ
け
。
今
は
違
っ

て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
。

で
も
右
翼
の
そ
う
い
っ
た
団
体
っ
て

な
い
で
し
ょ
?　

こ
れ
は
右
翼
人

口
、
左
翼
人
口
の
全
体
の
違
い
と
い

う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

現
に
左
翼
的
信
条
を
持
っ
て
い
る
人

の
ほ
う
が
た
ぶ
ん
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
に
い
る
み
な
さ
ん
も
、
今
は

と
も
か
く
と
し
て
も
、
図
書
館
に
勤

め
始
め
た
頃
は
左
翼
的
信
条
だ
っ
た

と
思
う
。
そ
う
い
う
人
た
ち
も
図
書

館
現
場
で
現
実
に
い
ろ
い
ろ
知
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
?　

そ
れ
は
共
産
党

的
な
人
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、

社
会
党
的
な
人
も
知
っ
て
い
る
し
、

新
左
翼
的
な
人
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
と
思
う
ん
で
す
よ
。

で
、
そ
う
い
う
人
が
自
分
の
政
治
信

条
で
露
骨
な
や
り
方
を
す
る
の
を
現

場
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?　

あ
る
い
は
感
じ
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
?

真
々
田
●
な
い
な
。

東
條
●　

な
い
よ
。
用
心
す
る
も
ん
、

む
し
ろ
。

沢
辺
●　

用
心
っ
て
例
え
ば
ど
う
い
う

こ
と
?

東
條
●　

こ
ち
ら
を
三
つ
入
れ
た
ら
、

あ
ち
ら
を
二
つ
く
ら
い
入
れ
て
お
い

た
ほ
う
が
い
い
か
な
み
た
い
な
。
昔

で
言
え
ば
、解
放
同
盟
と
全
解
連（
全

国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
）
の
本
を

同
じ
ぐ
ら
い
入
れ
て
お
く
。
バ
ラ
ン

ス
感
覚
で
す
。

沢
辺
●　

三
対
二
で
解
放
同
盟
の
ほ
う

が
い
い
な
と
思
っ
た
ら
、
三
対
二
で

三
を
解
放
同
盟
に
す
る
と
か
は
や

る
?

東
條
●　

解
放
同
盟
の
ほ
う
が
出
版
点

数
が
多
い
か
ら
仕
方
が
な
い
じ
ゃ
な

い
。

小
形
●　

あ
と
利
用
度
に
よ
っ
て
考
え

ま
す
ね
。

東
條
●　

あ
る
よ
ね
。

小
形
●　

読
む
人
の
数
が
七
対
三
だ
っ

た
ら
、
蔵
書
構
成
的
に
五
対
五
で
は

な
く
て
七
対
三
ぐ
ら
い
に
は
す
る
。

日時 内容 掲載紙・誌／著者

2002.04.12 西部、渡部両氏の著書68冊市立図書館が廃棄 産経新聞

2002.04.13 船橋市西図書館の廃棄問題について（産経抄） 産経新聞

2002.04.13 あいまい説明に終始 市教委「政治的意図など」船橋市西図書館西部氏らの著書廃棄 産経新聞千葉版

2002.04.13  船橋西図書館別の著者も廃棄 西尾氏、福田氏の20冊 産経新聞

2002.04.13 「つくる会」教科書著者らの著書処分船橋市西図書館 毎日新聞西北版

2002.04.13 船橋市立西図書館特定著者の本廃棄 市教委が調査 読売新聞京葉版

2002.04.15 （主張）船橋の図書廃棄 特定の著者をねらった愚行 産経新聞

2002.04.16 船橋市西図書館特定著書廃棄 疑いさらに拡大 不自然な対応に教育長が疑問符 産経新聞

2002.04.16 船橋市西図書館大量廃棄、全リスト判明 保守系集中くっきり 購入わずか5ヶ月の本も 「思想的に偏向」つくる会抗議 産経新聞

2002.04.19 「談話室」図書館の蔵書私も偏り実感 産経新聞

2002.04.19 市教委全員「おかしい」船橋市西図書館特定著者廃棄「公平であるべき」 産経新聞千葉版

2002.04.21 船橋市西図書館大量廃棄 抗議集会に市民80人 産経新聞

2002.04.22 全容解明どこまで 船橋市西図書館大量廃棄 西部氏の著書2日で44冊も「事故」で捨てられる? 産経新聞千葉版

2002.04.23 石井竜生【アピール】船橋市西図書館の偏向廃棄に厳罰を 産経新聞

2002.05.06 船橋市西図書館 実用書7日で除籍 不適切認める 寄贈本も入力ミス 産経新聞千葉版

2002.05.10 船橋市西図書館大量廃棄、西部氏らの著書市教委、再購入へ 産経新聞

2002.05.11 基準にはずれ特定著者の本107冊廃棄 船橋市立図書館 朝日新聞

2002.05.11 船橋市西図書館の著書大量廃棄 司書の単独行為 市教委調査結果 館長ら処分へ 産経新聞

2002.05.11 特定著者の本107冊を廃棄 船橋の西図書館 東京新聞千葉中央版

2002.05.11 館長決済前に廃棄 船橋西図書館特定著者書籍 関係者4人処分へ 千葉日報

2002.05.11 107冊正当理由なく廃棄 船橋市立西図書館の蔵書処分問題関係職員が再購入で弁償 読売新聞京葉版

2002.05.11 船橋市西図書館 大量廃棄「女性司書の独断」市が調査報告 明確な理由なし 産経新聞千葉版

2002.05.14 特定著者の著書大量廃棄̶船橋市西図書館 公共の財産 理由不明のまま廃棄 甘すぎたチェック体制 千葉日報県西版

2002.05.17 関係者の本の廃棄「つくる会」再抗議書 読売新聞京葉版

2002.05.17 「つくる会」が船橋市に再抗議 西図書館大量廃棄で 産経新聞千葉版

2002.05.19 船橋西図書館特定著者廃棄「趣旨に反する行為」40人参加し「考える会」 産経新聞千葉版

2002.05.23 「信頼損ねて遺憾」船橋西図書館特定著書廃棄 藤代市長が陳謝 産経新聞千葉版

2002.06.10 なぜ図書は大量廃棄されたのか 産経新聞

2003.09.10 図書館の本廃棄 賠償請求認めず「つくる会」が敗訴 東京新聞

2003.09.10 東京地裁、藤岡氏らの請求棄却 船橋の図書館の蔵書焼却 朝日新聞

2003.09.10 「公務員精神が欠如」船橋西図書館の“焚書” 産経新聞

2004.03.03 <図書館>著書廃棄巡る訴訟で著者側敗訴 東京高裁 毎日新聞

2004.03.03 「つくる会」2審も敗訴 日刊スポーツ

2004.04.19 図書館蔵書廃棄最高裁が弁論へ「つくる会」の訴訟で 日本経済新聞

2004.04.19 「つくる会」の敗訴見直しへ 産経新聞

2005.04.29 船橋西図書館・焚書事件 最高裁で逆転勝訴の可能性が見えてきた（二） 西尾幹二のインターネット日録

2005.07.14 著作者の利益侵害 最高裁が逆転判決 読売新聞夕刊

2005.07.14 蔵書独断廃棄は不当 朝日新聞夕刊

2005.07.14 独断で蔵書廃棄違法 日本経済新聞

2005.07.14 本廃棄、著者の利益侵害 東京新聞

2005.07.14 図書館の公益性重視 読売新聞

2005.07.14 著作者の利益侵害 毎日新聞夕刊

2005.07.15 著作者の利益侵害 産経新聞

資料03○船橋西図書館蔵書廃棄事件／記事・声明・判決一覧　●表は、「図書館の自由」（第36号、37号、38号、44号・日本図書館協会
 図書館の自由委員会）を元に加筆して作成した。
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堀
●　

そ
れ
は
意
図
の
判
別
じ
ゃ
な

く
て
、
必
ず
そ
う
す
る
。

沢
辺
●　

で
も
そ
の
と
き
に
意
図
が
あ

る
人
も
い
る
で
し
ょ
。例
え
ば
、真
々

田
さ
ん
は
埼
玉
県
立
図
書
館
に
い
た

と
き
に
、
埼
玉
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
狭
山
事
件
の
展
示
を
や
っ

た
で
し
ょ
?　

そ
の
時
に
は
、
解

放
同
盟
系
の
本
ば
っ
か
り
に
し
な
い

で
、
同
和
会
と
か
も
含
め
て
目
配
り

し
た
の
?

真
々
田
●
狭
山
事
件
だ
か
ら
解
放
同
盟

系
の
発
行
物
ば
か
り
だ
よ
。
全
解
連

系
な
ど
の
狭
山
事
件
に
関
し
て
の
資

料
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か

ら
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
問
題
は
起
き

な
い
。

沢
辺
●　

な
る
ほ
ど
ね
。
じ
ゃ
、
部
落

問
題
全
般
の
全
解
連
系
の
も
の
と
い

う
の
も
当
時
入
っ
て
い
た
?

真
々
田
●
あ
り
ま
す
よ
。

沢
辺
●　

同
和
会
は
ま
す
ま
す
文
献
が

な
い
か
。

真
々
田
●
少
な
い
け
れ
ど
も
入
っ
て
は

い
る
よ
ね
。
研
究
者
な
ど
に
し
て
み

れ
ば
入
っ
て
な
い
と
困
る
で
し
ょ

う
。

沢
辺
●　

そ
の
へ
ん
は
や
は
り
左
翼
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
染
ま
っ
て
い
た
当

事
の
真
々
田
さ
ん
と
し
て
も
、
踏
み

外
し
て
な
い
ぞ
と
い
う
感
じ
は
あ
る

わ
け
?

真
々
田
●
そ
れ
は
や
ら
な
い
よ
ね
。

沢
辺
●　

右
翼
の
人
た
ち
が
言
っ
て
い

る
ほ
ど
の
こ
と
は
、
実
際
そ
ん
な

や
っ
て
な
い
よ
と
い
う
実
感
は
や
は

り
皆
さ
ん
あ
る
?

真
々
田
●
学
校
図
書
館
な
ん
か
は
別
だ

け
ど
、
公
共
図
書
館
の
場
合
は
常
に

開
か
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

沢
辺
●　

利
用
者
に
見
え
ち
ゃ
う
よ

ね
。

真
々
田
●
そ
う
。
だ
か
ら
ど
う
い
う
ク

レ
ー
ム
が
く
る
か
と
い
う
こ
と
に
対

し
て
は
、
か
な
り
気
を
つ
か
い
ま
す

よ
。
例
え
ば
こ
の
本
を
入
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
ら

ど
う
答
え
よ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
し
ま
う
本
っ
て
あ
る
よ
ね
。

沢
辺
●　

で
は
こ
う
い
う
こ
と
?　

解

放
同
盟
系
の
本
を
入
れ
た
け
れ
ば
入

れ
た
い
ほ
ど
逆
に
目
配
り
し
て
、
全

解
連
だ
と
か
同
和
会
と
か
、
そ
う
い

う
の
も
ち
ゃ
ん
と
揃
え
る
。
イ
ヤ
ミ

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
解
放
同
盟
の

本
を
入
れ
る
た
め
に
、
ほ
か
も
揃
え

て
お
い
て
、
苦
情
に
対
し
て
防
衛
し

て
お
く
。

真
々
田
●
悪
く
言
え
ば
、自
己
保
身
ね
。

東
條
●　

そ
の
ぐ
ら
い
の
目
配
り
は
す

る
で
し
ょ
う
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
も
う
常
識
で
す
。

沢
辺
●　

ぼ
く
は
こ
こ
の
編
集
委
員
の

正
確
な
「
出
自
」
は
知
ら
な
い
け
ど
、

旧
新
左
翼
と
か
、
旧
社
会
党
と
い
う

か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
非
共
産
党

系
の
人
の
ほ
う
が
多
い
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
共
産
党
の
図
書
館
員
っ
て
ど

う
な
の
。
や
は
り
共
産
党
の
図
書
館

員
も
そ
う
い
う
目
配
り
は
あ
る
と
い

う
感
じ
?

ぼ
く
は
あ
る
意
味
で
は
共
産
党
に
偏

見
を
持
っ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
露
骨

に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
っ
て
想
像
し
ち
ゃ
う
ん
だ
け

ど
。

小
形
●　

で
も
や
は
り
職
業
倫
理
の
ほ

う
が
上
に
く
る
と
思
う
よ
ね
。

手
嶋
●　

そ
う
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

実
例
と
し
て
も
、
共
産
党
で

悪
質
な
職
員
っ
て
見
た
こ
と
な
い
っ

て
感
じ
?

小
形
●　

う
ん
。

手
嶋
●　

私
の
周
り
に
は
共
産
党
は
い

な
い
ん
で
す
よ
。
か
つ
て
は
い
た
け

ど
。
幸
か
不
幸
か
（
笑
）。

沢
辺
●　

え
ー
、
本
当
?　

堀
さ
ん
の

周
り
な
ん
か
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
?

堀
●　

シ
ン
パ
か
な
ぐ
ら
い
に
は

思
っ
て
い
た
人
を
昔
は
知
っ
て
い
た

日時 内容 掲載紙・誌／著者

2005.07.15 多様な言論支える判決だ「主張」 産経新聞

2005.07.15 自由の番人でいる重さ「社説」 朝日新聞

声明等
2002.05.22 船橋市西図書館の蔵書除籍問題について（中間報告） 図書館の自由に関する調査委員会 関東地区小委員会

2002.05.28 船橋市西図書館蔵書廃棄問題について（見解） 図書館問題研究会常任委員会

2002.06.05 船橋市西図書館蔵書廃棄問題について（見解） 日本図書館協会

2002.07.09 船橋市西図書館蔵書廃棄問題に関するアピール 図書館問題研究会第49回全国大会

2002.08.25 船橋市西図書館蔵書廃棄問題に関する調査報告 日本図書館協会 図書館の自由委員会

雑誌記事・論文
2002.05 朝日新聞読者だけが知らされない船橋市西図書館「焚書事件」の犯人像 SAPIO 5月22日号P96●井沢元彦

2002.05 保守言論人の著作大量廃棄事件が示す図書館の偏向実態 正論14年6月号P137-144●石井竜生

2002.05 船橋市西図書館が捨てた書籍一八七冊全リスト 正論14年6月号P145-149

2002.05 焚書抗儒が始まった 正論14年6月号P38-39●八木秀次

2002.07 船橋西図書館で右派文化人の著書大量廃棄騒動 創2002年7月号P88-95●長岡義幸

2002.07 「船橋市西図書館蔵書除籍」問題について 図書館の自由 37号●日本図書館協会 図書館の自由委員会

2002.07 船橋市西図書館蔵書廃棄問題について 図書館雑誌2002年7月号P445-446

2002.09 船橋市西図書館の蔵書廃棄問題に関する調査報告（続） 図書館の自由 38号●日本図書館協会 図書館の自由委員会

2002.11 第3分科会報告 図書館の自由 みんなの図書館2002年11月号P42

2003.01 船橋市西図書館蔵書廃棄事件を考える みんなの図書館2003年1月号P24-39●西河内靖泰

2003.04 事実誤認と組織運営に対する認識の欠如―西河内レポートに対して―《ひろば》 みんなの図書館2003年4月号P83-84●福田誠

2003.05 福田誠さんからのご指摘について みんなの図書館2003年5月号P76-77●西河内靖泰

2003.07 改めて船橋市西図書館蔵書廃棄問題を思う《こらむ図書館の自由》 図書館雑誌2003年7月号P431●三苫正勝

2003.10 船橋市西図書館の蔵書廃棄問題裁判 東京地裁、被告職員の単独行為と認定、原告請求を棄却 図書館雑誌2003年10月号

2004.01 船橋市西図書館焚書事件一審判決と「はぐらかし」の病理 正論16年1月号P292-303●西尾幹二

2004.04 ［資料］船橋市西図書館蔵書廃棄問題裁判第一審判決 みんなの図書館2004年4月号P39-50

2004.05 図書館の自由に関する事例 船橋市西図書館蔵書廃棄問題について控訴審判決 図書館の自由 44号

判決
2003.09.09 船橋市西図書館蔵書廃棄問題裁判第一審判決 東京地方裁判所

2004.03.03 船橋市西図書館蔵書廃棄問題裁判東京高裁判決 東京高等裁判所

2005.07.14 船橋市西図書館蔵書廃棄問題裁判最高裁判決 最高裁判所
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け
れ
ど
、
露
骨
な
や
り
方
を
す
る
人

は
い
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ
は
図
書
館
員

に
な
る
動
機
が
、
や
は
り
言
論
を
保

障
す
る
な
か
で
地
域
社
会
を
変
え
て

い
こ
う
と
い
う
、
け
っ
こ
う
啓
蒙
的

な
側
面
の
ほ
う
が
強
い
か
ら
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
衆
宣
伝
的
に
、

信
奉
し
て
い
る
あ
る
言
論
を
と
に
か

く
拾
い
集
め
て
、
そ
れ
を
表
立
た
せ

て
、
と
い
う
発
想
が
な
い
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
こ
の

職
業
が
そ
れ
だ
け
で
続
く
も
の
で
は

な
い
し
。

沢
辺
●　

西
尾
幹
二
の
本
を
次
か
ら
次

へ
と
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
露
骨
な

こ
と
を
や
り
そ
う
に
は
と
て
も
思
え

な
い

堀
●　

え
え
。
自
分
の
関
心
や
信
条

が
あ
る
に
し
て
も
、
活
発
な
利
用
を

し
て
も
ら
う
に
は
、
図
書
館
の
棚
そ

の
も
の
が
多
面
的
で
緊
張
感
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
社
会
問
題
の
棚
が
あ
っ

た
と
し
て
、
そ
の
棚
全
体
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
や
は

り
多
面
的
な
棚
を
つ
く
ら
ざ
る
を
え

な
い
で
し
ょ
う
。
す
ご
く
素
朴
に
自

分
の
信
じ
て
い
る
信
条
の
本
だ
け
を

入
れ
て
、
ほ
か
の
本
は
全
部
無
視
し

た
ら
多
分
客
も
つ
か
な
い
。
僕
も
学

生
の
頃
は
新
宿
の
模
索
舎
や
神
田
ウ

ニ
タ
、山
下
書
店
も
の
ぞ
い
た
け
ど
、

あ
あ
い
う
左
翼
内
部
の
棚
で
は
ダ
メ

で
す
。
社
会
問
題
の
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
熱
心
に
広
め
よ
う
と
思
え
ば

思
う
ほ
ど
、
む
し
ろ
そ
の
棚
は
ふ
く

ら
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

沢
辺
●　

ふ
く
ら
む
と
い
う
の
は
、
多

様
な
い
く
つ
も
の
視
点
を
提
供
す
る

と
い
う
こ
と
?

堀
●　

多
様
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
れ
は
職
業
倫
理
だ
け
か
ら
い

う
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
社
会
科
学

系
は
利
用
が
少
な
い
か
ら
文
学
系
の

本
だ
け
入
れ
ろ
と
い
う
意
見
に
対
し

て
、
い
や
、
社
会
問
題
が
大
事
だ
と

い
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
の
棚
が

広
く
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

と
。
自
分
の
気
持
ち
の
発
散
の
レ
ベ

ル
だ
っ
た
ら
、
一
時
的
に
パ
カ
ッ
パ

カ
ッ
と
入
れ
れ
ば
い
い
や
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ

れ
で
は
持
続
し
な
い
で
し
ょ
う
。

図
書
館
は
足
し
算
の
世
界

彼
女
は
引
き
算
を
や
っ
て

し
ま
っ
た
の
か

東
條
●　

図
書
館
と
い
う
の
は
足
し
算

の
世
界
だ
か
ら
。
い
つ
も
言
う
よ
う

に
引
き
算
の
世
界
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ

な
。

小
形
●　

こ
の
人
は
引
き
算
を
や
っ
て

し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

東
條
●　

そ
う
そ
う
、
引
き
算
を
や
っ

た
。

小
形
●　

長
岡
義
幸
さ
ん
の
文
章
﹇
注

03
﹈
を
読
む
と
、
も
と
も
と
左
翼
系

の
本
が
少
な
い
図
書
館
だ
っ
た
ら
し

い
。
右
寄
り
の
本
が
多
く
て
、
除
籍

さ
れ
た
よ
う
な
本
の
ほ
う
が
非
常
に

目
立
つ
図
書
館
だ
っ
た
と
い
う
の
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
仮
に
、
こ
の
人
が

他
の
図
書
館
か
ら
異
動
し
て
き
て
、

蔵
書
を
見
た
ら
非
常
に
右
翼
系
の
も

の
が
目
立
っ
て
い
て
、
こ
こ
は
偏
っ

て
い
る
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
反
対
の
立
場

の
も
の
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
く
と

い
う
の
が
、
本
来
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
方
な
ん
だ
け
ど
、
予
算
が
な
か
っ

た
ん
だ
か
な
ん
だ
か
そ
れ
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
た
め
に
こ
れ
を
除
籍
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
仮
説
も
考
え
ら
れ
る
か

な
。
個
人
の
信
条
で
は
な
く
て
、
職

業
倫
理
の
ほ
う
で
や
っ
た
と
い
う
仮

説
で
す
。

堀
●　

今
の
話
に
ち
ょ
っ
と
補
足
を

す
る
と
、
こ
れ
は
や
は
り
除
籍
の
話

平成17年07月14日　第一小法廷判決　平成16年（受）第930号　損害賠償請求事件

要旨：

　公立図書館の職員が閲覧に供されている図書の廃棄について不公正な取扱いをした行為が当該図書の著作者の人

格的利益を侵害するものとして国家賠償法上違法となるとされた事例

内容：

　件名

損害賠償請求事件（最高裁判所　平成16年（受）第930号　平成17年07月14日　第一小法廷判決　破棄差戻し）

　原審

東京高等裁判所（平成15年（ネ）第5110号）

主文

原判決のうち被上告人に関する部分を破棄する。

前項の部分につき，本件を東京高等裁判所に差し戻す。

理由

　上告代理人内田智ほかの上告受理申立て理由について

　1　原審の確定した事実関係の概要等は，次のとおりである。

　（1）　上告人A会（以下「上告人A会」という。）は，平成9年1月30日開催の設立総会を経て設立された権利能力

なき社団であり，「新しい歴史・公民教科書およびその他の教科書の作成を企画・提案し，それらを児童・生徒の手

に渡すことを目的とする」団体である。その余の上告人らは，上告人A会の役員又は賛同者である（ただし，上告

人Bは，上告人A会の理事であった第1審原告Cの訴訟承継人である。以下，「上告人ら」というときは，上告人Bを

除き，第1審原告Cを含むことがある。）。

　（2）　被上告人は，船橋市図書館条例（昭和56年船橋市条例第22号）に基づき，船橋市中央図書館，船橋市東図書

館，船橋市西図書館及び船橋市北図書館を設置し，その図書館資料の除籍基準として，船橋市図書館資料除籍基準（以

下「本件除籍基準」という。）を定めていた。

　本件除籍基準には，「除籍対象資料」として，「（1）　蔵書点検の結果，所在が不明となったもので，3年経過して

もなお不明のもの。（2）　貸出資料のうち督促等の努力にもかかわらず，3年以上回収不能のもの。（3）　利用者が汚

損・破損・紛失した資料で弁償の対象となったもの。（4）　不可抗力の災害・事故により失われたもの。（5）　汚損・

破損が著しく，補修が不可能なもの。（6）　内容が古くなり，資料的価値のなくなったもの。（7）　利用が低下し，

今後も利用される見込みがなく，資料的価値のなくなったもの。（8）　新版・改訂版の出版により，代替が必要なも

の。（9）　雑誌は，図書館の定めた保存年限を経過したものも除籍の対象とする。」と定められていた。

　（3）　平成13年8月10日から同月26日にかけて，当時船橋市西図書館に司書として勤務していた職員（以下「本件

司書」という。）が，上告人A会やこれに賛同する者等及びその著書に対する否定的評価と反感から，その独断で，

同図書館の蔵書のうち上告人らの執筆又は編集に係る書籍を含む合計107冊（この中には上告人A会の賛同者以外の

著書も含まれている。）を，他の職員に指示して手元に集めた上，本件除籍基準に定められた「除籍対象資料」に該

当しないにもかかわらず，コンピューターの蔵書リストから除籍する処理をして廃棄した（以下，これを「本件廃棄」

という。）。

　本件廃棄に係る図書の編著者別の冊数は，第1審判決別紙2「関連図書蔵書・除籍数一覧表」のとおりであり，こ

のうち上告人らの執筆又は編集に係る書籍の内訳は，第1審判決別紙1「除籍図書目録」（ただし，番号20，21，24，

26を除く。）のとおりである。

　（4）　本件廃棄から約8か月後の平成14年4月12日付け産経新聞（全国版）において，平成13年8月ころ，船橋市西

図書館に収蔵されていたDの著書44冊のうち43冊，Eの著書58冊のうち25冊が廃棄処分されていたなどと報道され，

これをきっかけとして本件廃棄が発覚した。

　（5）　本件司書は，平成14年5月10日，船橋市教育委員会委員長にあてて，本件廃棄は自分がした旨の上申書を提

出し，同委員会は，同月29日，本件司書に対し6か月間減給10分の1とする懲戒処分を行った。

　（6）　本件廃棄の対象となった図書のうち103冊は，同年7月4日までに本件司書を含む船橋市教育委員会生涯学習

部の職員5名からの寄付という形で再び船橋市西図書館に収蔵された。残り4冊については，入手困難であったため，

上記5名が，同一著者の執筆した書籍を代替図書として寄付し，同図書館に収蔵された。

　2　本件は，上告人らが，本件廃棄によって著作者としての人格的利益等を侵害されて精神的苦痛を受けた旨主張

資料04●最高裁判所・判決文
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な
ん
で
す
よ
ね
。
改
め
て
こ
れ
だ
け

除
籍
さ
れ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
見

る
と
、
決
し
て
入
り
口
の
と
こ
ろ
か

ら
右
翼
的
な
本
を
せ
ば
め
て
い
た
よ

う
な
図
書
館
で
は
な
い
。「
新
し
い

歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
反
対

の
立
場
の
人
た
ち
の
本
が
ど
れ
ぐ
ら

い
入
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
除
籍
さ
れ
る

ほ
ど
に
右
派
の
本
が
蔵
書
に
あ
っ
た

ん
だ
と
い
う
の
が
前
提
だ
ろ
う
と
い

う
気
は
し
ま
す
。

沢
辺
●　

そ
の
引
き
算
を
や
っ
ち
ゃ
っ

た
と
い
う
説
だ
と
し
た
ら
、
と
り
あ

え
ず
つ
じ
つ
ま
は
合
わ
な
い
?

も
と
も
と
船
橋
市
西
図
書
館
は
右
翼

的
な
本
ば
か
り
が
目
立
っ
て
多
く
、

そ
れ
に
対
し
て
彼
女
は
当
初
、
プ
ラ

ス
の
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
し
た
ん

だ
け
れ
ど
も
、実
現
で
き
な
か
っ
た
。

あ
る
い
は
上
司
を
説
得
で
き
な
く
て

実
現
で
き
な
く
て
、
プ
ラ
ス
を
や
ろ

う
と
し
た
ん
だ
け
ど
マ
イ
ナ
ス
し
か

道
が
残
ら
な
く
て
マ
イ
ナ
ス
を
や
っ

ち
ゃ
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
バ
レ
た
。

同
僚
が
ベ
ラ
ベ
ラ
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
?　

ふ
つ
う
は
仲
間
を
守

る
た
め
に
そ
う
簡
単
に
悪
口
い
わ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
と
い
う
疑
問
が

あ
っ
た
け
ど
…
…
。

東
條
●　

で
も
彼
女
は
選
書
権
が
あ
っ

た
の
か
な
?　

そ
の
へ
ん
が
ち
ょ
っ

と
わ
か
ら
な
い
よ
ね
。
ふ
つ
う
、
公

共
図
書
館
で
選
書
す
る
と
き
に
中
央

図
書
館
で
や
る
ん
で
す
か
?　

そ
れ

と
も
各
分
館
で
何
人
か
出
て
き
て
選

書
す
る
の
?

手
嶋
●　

町
田
の
場
合
は
各
館
の
代
表

が
集
っ
て
選
書
会
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
右
翼
的
な
蔵
書
構
成

に
対
し
て
左
翼
的
な
も
の
を
揃
え
よ

う
と
い
っ
た
と
き
に
、
選
書
権
が
あ

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
か
ポ
ス
ト
に

就
い
て
な
い
と
実
現
さ
せ
る
の
は
む

ず
か
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
例
え
ば
彼

女
は
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
テ
ラ
ン
だ

か
ら
児
童
書
に
関
し
て
は
権
限
は

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
い

一
般
書
、
あ
る
い
は
文
学
文
芸
に
対

し
て
権
限
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
こ

れ
も
想
像
で
す
け
ど
。
そ
う
い
う
と

き
に
さ
っ
き
の
引
き
算
の
論
理
と
い

う
か
、
要
す
る
に
足
し
算
が
で
き
な

い
と
き
は
引
き
算
し
か
な
い
と
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
は
あ
り
え
な
い
話
で
は
な
い
な
と

い
う
感
じ
で
す
。

堀
●　

も
う
ひ
と
つ
時
間
の
問
題
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
一
定
程
度
す
で
に

あ
る
蔵
書
構
成
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

状
態
を
変
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
発

行
年
度
の
古
い
本
を
わ
ざ
わ
ざ
購
入

し
て
足
し
算
を
す
る
み
た
い
な
こ
と

を
し
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
今
か
ら
で

き
る
こ
と
は
引
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
し
か
な
い
。

沢
辺
●　

な
る
ほ
ど
。
や
は
り
新
刊
を

買
う
の
が
多
い
か
ら
ね
。
で
も
新
刊

で
対
抗
し
た
ら
い
び
つ
に
な
る
も
の

ね
。

手
嶋
●　

そ
れ
を
や
っ
た
ら
も
ろ
に
目

立
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

誰
か
、あ
る
い
は
何
か
を

か
ば
っ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
は
?

沢
辺
●　

真
々
田
さ
ん
は
、
彼
女
と
同

じ
職
場
で
働
い
て
い
た
人
に
話
を
聞

い
た
ん
で
す
よ
ね
?

真
々
田
●
同
じ
市
の
図
書
館
に
働
い
て

い
た
人
で
す
。
そ
の
人
に
聞
い
て
み

る
と
、
本
人
も
そ
の
廃
棄
し
た
も
の

が
全
部
自
分
が
や
っ
た
も
の
か
ど
う

か
は
っ
き
り
し
て
な
い
と
言
っ
て
い

る
ら
し
い
ん
で
す
。

沢
辺
●　

廃
棄
し
た
人
は
自
分
が
廃
棄

の
最
終
的
手
続
き
を
し
た
と
い
う
シ

ル
シ
は
残
さ
な
い
の
?

し，被上告人に対し，国家賠償法1条1項又は民法715条に基づき，慰謝料の支払を求めるものである。

　3　原審は，上記事実関係の下で，次のとおり判断し，上告人らの請求を棄却すべきものとした。

　著作者は，自らの著作物を図書館が購入することを法的に請求することができる地位にあるとは解されないし，

その著作物が図書館に購入された場合でも，当該図書館に対し，これを閲覧に供する方法について，著作権又は著

作者人格権等の侵害を伴う場合は格別，それ以外には，法律上何らかの具体的な請求ができる地位に立つまでの関

係には至らないと解される。したがって，被上告人の図書館に収蔵され閲覧に供されている書籍の著作者は，被上

告人に対し，その著作物が図書館に収蔵され閲覧に供されることにつき，何ら法的な権利利益を有するものではな

い。そうすると，本件廃棄によって上告人らの権利利益が侵害されたことを前提とする上告人らの主張は，採用す

ることができない。

　4　しかしながら，原審の上記判断は是認することができない。その理由は，次のとおりである。

　（1）　図書館は，「図書，記録その他必要な資料を収集し，整理し，保存して，一般公衆の利用に供し，その教養，

調査研究，レクリエーション等に資することを目的とする施設」であり（図書館法2条1項），「社会教育のための機関」

であって（社会教育法9条1項），国及び地方公共団体が国民の文化的教養を高め得るような環境を醸成するための施

設として位置付けられている（同法3条1項，教育基本法7条2項参照）。公立図書館は，この目的を達成するために地

方公共団体が設置した公の施設である（図書館法2条2項，地方自治法244条，地方教育行政の組織及び運営に関する

法律30条）。そして，図書館は，図書館奉仕（図書館サービス）のため，①図書館資料を収集して一般公衆の利用に

供すること，②図書館資料の分類排列を適切にし，その目録を整備することなどに努めなければならないものとさ

れ（図書館法3条），特に，公立図書館については，その設置及び運営上の望ましい基準が文部科学大臣によって定

められ，教育委員会に提示するとともに一般公衆に対して示すものとされており（同法18条），平成13年7月18日に

文部科学大臣によって告示された「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部科学省告示第132号）は，

公立図書館の設置者に対し，同基準に基づき，図書館奉仕（図書館サービス）の実施に努めなければならないもの

としている。同基準によれば，公立図書館は，図書館資料の収集，提供等につき，①住民の学習活動等を適切に援

助するため，住民の高度化・多様化する要求に十分に配慮すること，②広く住民の利用に供するため，情報処理機

能の向上を図り，有効かつ迅速なサービスを行うことができる体制を整えるよう努めること，③住民の要求に応え

るため，新刊図書及び雑誌の迅速な確保並びに他の図書館との連携・協力により図書館の機能を十分発揮できる種

類及び量の資料の整備に努めることなどとされている。

　公立図書館の上記のような役割，機能等に照らせば，公立図書館は，住民に対して思想，意見その他の種々の情

報を含む図書館資料を提供してその教養を高めること等を目的とする公的な場ということができる。そして，公立

図書館の図書館職員は，公立図書館が上記のような役割を果たせるように，独断的な評価や個人的な好みにとらわ

れることなく，公正に図書館資料を取り扱うべき職務上の義務を負うものというべきであり，閲覧に供されている

図書について，独断的な評価や個人的な好みによってこれを廃棄することは，図書館職員としての基本的な職務上

の義務に反するものといわなければならない。

　（2）　他方，公立図書館が，上記のとおり，住民に図書館資料を提供するための公的な場であるということは，そ

こで閲覧に供された図書の著作者にとって，その思想，意見等を公衆に伝達する公的な場でもあるということがで

きる。したがって，公立図書館の図書館職員が閲覧に供されている図書を著作者の思想や信条を理由とするなど不

公正な取扱いによって廃棄することは，当該著作者が著作物によってその思想，意見等を公衆に伝達する利益を不

当に損なうものといわなければならない。そして，著作者の思想の自由，表現の自由が憲法により保障された基本

的人権であることにもかんがみると，公立図書館において，その著作物が閲覧に供されている著作者が有する上記

利益は，法的保護に値する人格的利益であると解するのが相当であり，公立図書館の図書館職員である公務員が，

図書の廃棄について，基本的な職務上の義務に反し，著作者又は著作物に対する独断的な評価や個人的な好みによっ

て不公正な取扱いをしたときは，当該図書の著作者の上記人格的利益を侵害するものとして国家賠償法上違法とな

るというべきである。

　（3）　前記事実関係によれば，本件廃棄は，公立図書館である船橋市西図書館の本件司書が，上告人A会やその賛

同者等及びその著書に対する否定的評価と反感から行ったものというのであるから，上告人らは，本件廃棄により，

上記人格的利益を違法に侵害されたものというべきである。

　5　したがって，これと異なる見解に立って，上告人らの被上告人に対する請求を棄却すべきものとした原審の判

断には，判決に影響を及ぼすことが明らかな法令の違反がある。論旨は，上記の趣旨をいうものとして理由があり，

原判決のうち被上告人に関する部分は破棄を免れない。そして，本件については，更に審理を尽くさせる必要があ

るから，上記部分につき本件を原審に差し戻すこととする。

　よって，裁判官全員一致の意見で，主文のとおり判決する。

（裁判長裁判官　横尾和子　裁判官　甲斐中辰夫　裁判官　泉　治　裁判官　島田仁郎　裁判官　才口千晴）
［出典：最高裁判所ホームページ（http://courtdomino2.courts.go.jp/home.nsf）より］
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小
形
●　

う
ち
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
作
業

を
し
た
人
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

手
嶋
●　

残
る
ん
だ
。

小
形
●　

パ
ス
ワ
ー
ド
は
必
要
で
す
け

ど
。

堀
●　

あ
あ
、
そ
う
か
そ
う
か
。

手
嶋
●　

町
田
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
っ

て
ま
せ
ん
。

小
形
●　

確
信
犯
で
は
な
い
と
い
う
前

提
に
す
る
と
、
今
ま
で
の
こ
と
が
く

つ
が
え
っ
て
し
ま
う
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。

手
嶋
●　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。

堀
●　

確
信
犯
で
あ
ろ
う
が
動
機
的

に
は
少
し
あ
い
ま
い
さ
を
持
と
う

が
、
彼
女
が
本
当
に
実
際
に
手
を
下

し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
ぶ
れ
て

し
ま
う
と
、
議
論
が
違
っ
て
き
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

そ
う
す
る
と
東
條
さ
ん
が

言
っ
て
い
た
誰
か
を
か
ば
っ
て
い
る

説
。

堀
●　

誰
か
と
い
う
の
は
個
人
で
は

な
く
て
、
そ
の
組
織
の
あ
り
方
を
か

ば
っ
て
と
り
あ
え
ず
私
が
代
表
に

な
っ
て
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
含

め
て
で
す
ね
。

沢
辺
●　

東
條
さ
ん
が
さ
っ
き
、
非
常

勤
で
立
場
が
弱
い
人
が
わ
け
も
わ
か

ら
ず
や
っ
て
、
そ
れ
を
か
ば
っ
て
い

た
の
で
は
?
と
言
っ
た
よ
ね
。

小
形
●　

そ
の
図
書
館
に
お
い
て
は
非

常
勤
に
そ
う
い
う
権
限
が
あ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
か
?　

集
め
て
ま
た
除
籍

を
す
る
だ
け
の
ね
。
こ
れ
が
で
き
る

の
は
ふ
つ
う
の
図
書
館
だ
っ
て
相
当

立
場
が
高
く
な
い
と
で
き
な
い
で

し
ょ
う
?

手
嶋
●　

う
ち
は
実
際
に
除
籍
す
る
作

業
は
非
常
勤
だ
っ
て
や
り
ま
す
よ
。

除
籍
す
る
こ
と
自
体
は
。

小
形
●　

作
業
自
体
は
ね
。

手
嶋
●　

指
示
は
常
勤
職
員
が
す
る
。

沢
辺
●　

指
示
と
い
う
の
は
あ
の
本
と

あ
の
本
と
い
う
ふ
う
に
指
示
す
る
わ

け
?　

そ
れ
と
も
…
…
。

小
形
●　

こ
の
作
者
の
も
の
を
全
部
集

め
て
除
籍
し
ろ
と
い
う
こ
と
は
言
え

る
。

東
條
●　

そ
の
な
か
に
除
籍
し
た
い
本

を
ボ
コ
ボ
コ
と
入
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
で
き
る
?

手
嶋
●　

そ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し

ま
え
ば
わ
か
ら
な
い
。

沢
辺
●　

こ
の
棚
か
ら
二
〇
〜
三
〇
冊

除
籍
し
て
っ
て
い
う
指
示
の
出
し
方

は
?

堀
●　

相
当
ず
さ
ん
な
指
示
ね
。

真
々
田
●
そ
う
い
う
指
示
は
し
な
い

な
。

手
嶋
●　

例
外
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
開
架
か
ら
い
き
な
り
除
籍
と
い

う
の
は
な
い
ん
で
す
よ
。
よ
ほ
ど
汚

れ
て
い
る
と
か
で
な
い
限
り
。

真
々
田
●
ふ
つ
う
や
ら
な
い
よ
ね
。

小
形
●　

だ
い
た
い
閉
架
へ
移
し
ま
す

ね
。
だ
か
ら
意
図
と
い
う
か
、
確
信

が
な
い
と
こ
の
除
籍
と
い
う
の
は
行

わ
れ
な
い
と
ふ
つ
う
は
思
い
ま
す
よ

ね
。

沢
辺
●　

凡
ミ
ス
で
は
な
い
?

小
形
●　

凡
ミ
ス
の
可
能
性
は
な
い
と

思
う
。
や
は
り
何
か
を
か
ば
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
?

こ
の
事
件
は
こ
の
図
書
館
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
て
、
右
か
左
か
と
い
う

そ
う
い
う
政
治
的
な
話
に
な
り
か
ね

な
い
話
で
し
ょ
。
そ
れ
を
防
ご
う
と

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
は
確
信
が

あ
っ
て
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
そ
れ
を
言
う
と
こ
の
確
信
自
体

を
今
度
は
た
た
か
れ
て
政
治
論
争
に

な
っ
て
し
ま
う
。
本
当
は
そ
の
ほ
う

が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

そ
う
す
る
と
そ
の
か
ば
う
対
象
は
誰

か
個
人
と
い
っ
た
そ
う
い
う
小
さ
い

も
の
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
図
書
館

そ
の
も
の
の
あ
り
方
と
か
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
か
ば
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
の
か
と
思
う
。

真
々
田
●
そ
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
確
信
を
持
っ
て
や
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
の
人
は
免
職
の
可
能
性

だ
っ
て
考
え
る
で
し
ょ
う
。

沢
辺
●　

直
接
の
ク
ビ
に
な
る
問
題
も

…
…
。

真
々
田
●
あ
る
と
思
う
。

手
嶋
●　

少
な
く
と
も
信
用
失
墜
行
為

と
か
、
本
当
に
辞
め
さ
せ
よ
う
と
思

え
ば
い
ろ
い
ろ
引
っ
か
け
ら
れ
ま
す

よ
。
十
分
理
由
に
な
る
。

真
々
田
●
や
は
り
確
信
を
持
っ
て
そ
れ

を
や
っ
た
ら
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題

で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
れ
を
あ
い
ま
い

に
ぼ
か
す
と
い
う
の
は
わ
か
る
。
つ

ま
り
役
所
的
な
保
身
で
す
よ
。

小
形
●　

そ
れ
は
あ
る
ね
。

手
嶋
●　

よ
く
わ
か
る
。

沢
辺
●　

調
査
報
告
に
よ
る
と
、
イ
ラ

イ
ラ
し
て
万
引
き
し
て
し
ま
っ
た
み

た
い
な
弁
明
に
読
め
た
ん
だ
け
ど
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
書
い

て
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
に

お
わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
…
…
。

真
々
田
●
本
人
が
本
当
に
や
っ
た
の

か
、
事
故
か
、
濡
れ
衣
か
し
か
な
い

で
し
ょ
う
。
現
実
に
廃
棄
は
さ
れ
て

る
ん
だ
か
ら
。
そ
の
三
通
り
し
か
な

い
よ
ね
。

沢
辺
●　

誰
か
が
開
架
か
ら
盗
ん
で
し

ま
っ
た
、
と
い
う
の
は
?　

さ
っ
き

一
番
い
い
手
は
盗
む
手
だ
よ
と
い
う

話
が
出
た
け
ど
。

小
形
●　

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
除

籍
理
由
に
「
亡
失
」
と
入
れ
る
と
思

う
。

東
條
●　

一
八
七
冊
の
う
ち
八
〇
冊
ぐ

ら
い
は
そ
う
い
う
理
由
が
あ
る
ん
で

す
よ
。一
〇
七
冊
は
そ
う
で
は
な
い
。

沢
辺
●　

な
る
ほ
ど
。

堀
●　

ま
し
て
や
亡
失
と
い
う
か
盗

ら
れ
た
ん
だ
と
し
た
ら
、
図
書
館
も

被
害
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
た
か
れ

る
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

図
書
館
は
た
た
か
れ
な
い
。

だ
け
ど
「
誰
が
盗
ん
だ
ん
だ
?　

利

用
者
で
図
書
館
の
本
を
盗
ん
で
ま
で

右
翼
的
な
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
確
信
犯
的
な
ア
カ
が
い
た
。
共
産

主
義
、
左
翼
が
い
た
」
と
い
う
よ
う

に
そ
い
つ
を
追
及
さ
れ
る
。

堀
●　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

そ
い
つ
は
誰
だ
と
い
う
話

に
。
で
も
そ
れ
は
バ
レ
な
い
よ
ね
。

堀
●　

バ
レ
な
い
で
す
よ
。

東
條
●　

ぼ
く
が
気
に
な
る
の
は
、
第

一
審
判
決
に
あ
る
「
こ
れ
に
反
す
る

被
告
A
の
主
張
は
採
用
し
な
い
」
と

い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
裁

判
所
は
、
原
告
の
主
張
は
棄
却
し
た

け
れ
ど
も
、
被
告
の
司
書
の
言
い
分

は
認
め
て
い
な
い
。
ま
、
言
い
分
と

言
っ
て
も
判
決
文
に
よ
る
と
「
自
分

が
本
件
除
籍
等
を
し
た
か
否
か
記
憶

が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
あ
い
ま
い

な
も
の
な
ん
で
す
け
ど
。と
に
か
く
、

公
に
は
、
彼
女
が
、「
周
到
な
準
備

を
し
た
上
で
計
画
的
に
実
行
」
し
た

行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
定
さ

れ
た
と
い
う
事
実
。こ
れ
に
対
し
て
、

彼
女
は
、
裁
判
で
は
反
訴
で
き
な
い

ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
訴
え

る
に
足
る
利
益
が
な
い
か
ら
。
逆
に

言
う
と
、
原
告
者
と
の
関
係
で
は
損

害
賠
償
を
し
な
く
て
も
よ
い
の
だ
か

ら
、
不
利
益
を
被
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
事
実

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
公
に
は
彼

女
は
確
信
犯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
西
尾
幹
二

さ
ん
が
『
正
論
』（
二
〇
〇
四
年
一

月
号
）
で
述
べ
て
い
る
「
実
に
お
い

て
勝
訴
」
そ
の
も
の
な
ん
で
す
。
今

後
、
最
高
裁
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
、
と
り
あ
え
ず
彼
女
が

独
断
で
廃
棄
し
た
と
い
う
、
ぼ
く
ら

に
と
っ
て
は
カ
ッ
コ
付
き
な
ん
だ
け

ど
、「
事
実
」
は
残
る
ん
で
す
。
そ
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れ
と
も
う
一
つ
。「
つ
く
る
会
」
に

反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
な
り
、
人
た
ち

か
ら
い
わ
ゆ
る
圧
力
な
り
、
抗
議
が

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
図
書
館
に
、

で
は
な
く
、
彼
女
個
人
に
対
し
て
。

で
、
彼
女
は
、
圧
力
に
屈
し
た
、
の

で
は
な
く
、む
し
ろ
共
感
し
て
、や
っ

て
し
ま
っ
た
と
か
…
…
。

沢
辺
●　

で
は
と
り
あ
え
ず
事
実
関
係

と
、そ
れ
を
め
ぐ
る
疑
問
に
つ
い
て
、

あ
と
何
か
い
っ
て
お
く
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
?　

女
性
司
書
の
同
僚
の
人

の
話
で
は
、
あ
く
ま
で
本
当
に
動
機

と
か
が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
よ
と
い
う

よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
っ
た
よ
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
?

東
條
●　

動
機
じ
ゃ
な
い
。

沢
辺
●　

動
機
も
、
実
際
誰
が
や
っ
た

の
か
と
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
わ

か
ら
な
い
?

真
々
田
●
ぼ
く
が
聞
い
た
人
も
非
常
に

言
い
に
く
そ
う
だ
っ
た
か
ら
は
っ
き

り
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
。
そ
の

人
が
本
人
と
直
接
、
話
を
し
て
聞
い

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
人
が
実
際

廃
棄
し
て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
自
分

が
や
っ
た
の
で
は
な
い
の
も
入
っ
て

い
る
み
た
い
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
言
っ

て
ま
し
た
。

沢
辺
●　

あ
あ
、
そ
う
か
。

真
々
田
●
そ
れ
は
公
式
な
も
の
に
出
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
何
と
も
言

え
な
い
け
ど
、
そ
れ
を
聞
く
か
ぎ
り

に
お
い
て
は
彼
女
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

堀
●　

全
部
で
は
な
い
ま
で
も
ね
。

ふ
つ
う
は
組
織
と
し
て

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
の
が

当
然

沢
辺
●　

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の

事
件
の
評
価
を
い
っ
た
ん
し
て
お
き

ま
せ
ん
か
。

真
々
田
●
と
に
か
く
廃
棄
も
そ
う
だ
け

ど
選
定
の
と
き
に
も
、
や
は
り
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
よ

ね
。
私
な
ん
か
一
人
で
仕
事
を
し
て

い
る
か
ら
余
計
そ
う
な
ん
で
す
。
ほ

か
に
責
任
を
持
っ
て
い
く
場
所
が
な

い
わ
け
だ
か
ら
、
全
部
自
分
で
責
任

を
負
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
例
え
ば

さ
っ
き
も
言
っ
た
け
ど
も
、
自
己
保

身
と
い
う
意
味
か
ら
言
っ
た
っ
て
バ

ラ
ン
ス
は
考
え
る
。
積
極
的
な
意
味

で
は
、
や
は
り
生
徒
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
意
味
か
ら
も
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
い
ろ
い
ろ
な
多
様
性
を
持
た
せ
る

と
い
う
こ
と
は
当
然
や
る
わ
け
で

す
。
こ
の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え
て

も
違
和
感
を
感
じ
る
ね
。

沢
辺
●　

違
和
感
を
覚
え
た
う
え
で
や

は
り
ま
ず
い
?　

こ
の
結
果
は
。

真
々
田
●
う
ん
。
基
本
的
に
や
は
り

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
仮
に
主
義
主
張
を
持
っ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
自
分
が
逆
の
立
場
に

な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
?　

そ
れ
を
考
え
れ
ば
当
然
そ
れ

は
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
も
の
を
考
え
て

や
っ
て
い
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。

沢
辺
●　

で
も
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い

主
義
主
張
の
人
は
や
は
り
い
る
と
思

う
け
ど
ね
、
ぼ
く
は
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
む
し
ろ
宗
教
関
係
だ

ね
。

小
形
●　

宗
教
は
難
し
い
ね
。

手
嶋
●　

卑
劣
な
や
り
方
を
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
よ
。
ま
ず
寄
贈
を
し

て
、
と
に
か
く
入
れ
さ
せ
よ
う
と
す

る
。
反
対
に
反
創
価
学
会
の
本
が
い

つ
の
ま
に
か
な
く
な
っ
て
い
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

で
も
政
治
的
な
主
義
主
張
の
と
こ
ろ

で
は
、
気
が
つ
い
た
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。

沢
辺
●　

繰
り
返
し
聞
き
ま
す
が
、
図

書
館
員
だ
っ
た
ら
新
左
翼
系
で
あ
ろ

う
と
、
中
核
、
革
マ
ル
で
あ
ろ
う
と
、

共
産
党
で
あ
ろ
う
と
旧
社
会
党
系
で

あ
ろ
う
と
、今
回
の
事
件
は
、ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
と

い
う
の
が
正
直
な
本
音
で
す
か
?

真
々
田
●
例
え
ば
自
分
の
主
義
主
張
に

近
い
か
ら
こ
の
本
を
い
っ
ぱ
い
買
い

た
い
と
思
っ
た
っ
て
、
図
書
館
は
外

に
開
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
現
実

的
に
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
す
れ
ば

ク
レ
ー
ム
が
つ
き
ま
す
か
ら
。
だ
か

ら
現
実
的
に
ふ
つ
う
の
図
書
館
員
、

ふ
つ
う
と
い
う
言
い
方
は
お
か
し
い

け
ど
、
ぼ
く
だ
っ
た
ら
考
え
な
い
。

沢
辺
●　

例
え
ば
新
聞
コ
ー
ナ
ー
に
行

く
と
、『
前
進
』
と
『
解
放
』
だ
け

が
あ
っ
て
朝
毎
読
が
な
い
な
ん
て

…
…
。

真
々
田
●
あ
り
え
な
い
（
笑
）。

沢
辺
●　
『
赤
旗
』
っ
て
ど
う
な
の
?

小
形
●　

う
ち
は
置
い
て
あ
る
。

手
嶋
●　

う
ち
も
入
っ
て
る
。

小
形
●　
『
公
明
新
聞
』
も
あ
る
。

手
嶋
●　

日
曜
版
も
全
部
入
っ
て
る
。

沢
辺
●　
『
赤
旗
』『
公
明
新
聞
』
ぐ
ら

い
ま
で
は
セ
ー
フ
で
、
さ
す
が
に
こ

の
時
期『
前
進
』入
れ
る
と
こ
ろ
は
?

手
嶋
●　

な
い
よ
な
。

小
形
●　

た
だ
そ
れ
は
偏
っ
て
い
る
か

ら
と
い
う
よ
う
な
話
じ
ゃ
な
く
て
、

置
か
な
い
の
は
利
用
が
少
な
い
か
ら

で
す
。
す
ご
く
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
大

き
い
図
書
館
だ
っ
た
ら
置
い
て
あ
っ

て
も
全
然
不
思
議
で
は
な
い
。

手
嶋
●　

町
田
の
中
央
図
書
館
で
は
、

今
は
入
れ
て
い
な
い
け
ど
『
人
民
日

報
』
は
と
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

沢
辺
●　
『
人
民
日
報
』
っ
て
中
国
共

産
党
の
機
関
紙
だ
ね
?

小
形
●　

う
ち
は
い
ま
だ
に
と
っ
て
い

ま
す
よ
。

東
條
●　

特
に
共
産
党
系
は
七
○
年
代

か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
解
放
同
盟

の
糾
弾
も
あ
っ
た
り
し
て
、
い
じ
め

ら
れ
て
る
。
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う

か
…
…
。

沢
辺
●　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
る
。

東
條
●　

そ
う
そ
う
。
そ
れ
で
解
放
同

盟
は
図
書
館
に
対
し
て
、
こ
の
本
は

入
れ
る
な
と
か
い
う
要
す
る
に

チ
ェ
ッ
ク
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
ま

た
は
図
書
館
が
過
剰
反
応
し
た
と

か
。
そ
れ
に
対
し
て
共
産
党
系
は
絶

対
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
と
い
う
ふ

う
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
っ
て
い
る

わ
け
よ
。
創
価
学
会
も
そ
う
で
す
よ

ね
。

沢
辺
●　

藤
原
弘
達
の
『
創
価
学
会
を

斬
る
』（
日
新
報
道
、
一
九
六
九
年
）

へ
の
創
価
学
会
の「
焚
書
」的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
も
、
力
を
入
れ
て
反
撃

し
て
た
は
ず
だ
よ
ね
。

東
條
●　

以
前
は
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

そ
の
と
き
の
経
験
を
一
応
踏
ま
え
て

い
る
か
ら
今
さ
ら
何
回
も
言
う
よ
う

に
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
や
る
と
い
う
の

は
、
ふ
つ
う
の
図
書
館
員
だ
っ
た
ら

や
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

そ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
年
代
の
人
の
は
ず
だ
よ
ね
。

手
嶋
●　

だ
っ
て
そ
の
年
代
の
人
以
降

は
そ
う
い
う
発
想
が
な
い
じ
ゃ
な

い
。

東
條
●　

そ
う
そ
う
、
そ
う
い
う
発
想

が
な
い
。
今
議
論
を
や
っ
て
い
る
人

は
左
翼
や
右
翼
と
か
い
う
分
け
方
自

体
が
な
い
ん
だ
よ
。

堀
●　

な
い
な
い
。

沢
辺
●　

だ
け
ど
少
数
だ
ろ
う
け
ど
、

例
え
ば
渋
谷
の
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
と
か

を
や
る
二
〇
代
の
若
者
が
い
る
わ
け

で
す
よ
。
お
じ
さ
ん
的
な
発
言
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
や
は
り
『
解
放
』
だ
け
で
は
ま

ず
い
と
か
い
う
積
み
上
げ
を
し
て
き

て
な
い
分
、
あ
る
意
味
で
は
ピ
ュ
ア

と
い
う
か
、
あ
る
意
味
で
は
ま
ぬ
け

に
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
も
不

思
議
の
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
こ
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れ
は
想
像
で
す
け
ど
。

小
形
●　

だ
か
ら
宗
教
と
か
に
入
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
。

堀
●　

そ
う
そ
う
。

小
形
●　

こ
っ
ち
か
ら
見
る
と
、
あ
や

ふ
や
な
、
な
ん
で
そ
う
い
う
の
に

引
っ
か
か
る
の
と
い
う
…
…
。
だ
か

ら
、
今
は
政
治
で
は
な
く
て
宗
教
な

ん
で
す
よ
。

堀
●　

ご
く
若
い
、
あ
ま
り
図
書
館

経
歴
の
な
い
う
い
う
い
し
い
人
が
、

そ
の
ま
ま
の
純
粋
さ
で
自
分
の
信
条

の
も
の
を
も
ぐ
ら
せ
て
入
れ
る
と
か

い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
気

は
し
ま
す
。「
と
り
あ
え
ず
『
週
刊

新
刊
情
報
』
で
自
分
の
好
き
な
本
に

丸
を
つ
け
て
」
と
か
、見
計
ら
い
﹇
注

04
﹈
で
「
み
ん
な
好
き
な
本
を
あ
げ

ろ
よ
」
と
言
う
と
、
わ
り
と
ト
ン
チ

ン
カ
ン
な
も
の
が
ポ
ン
と
あ
が
っ
て

き
た
り
は
す
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
そ

こ
で
、「
な
ん
で
こ
れ
が
い
い
の
か

言
え
」
と
か
、「
金
も
な
い
の
に
な

ん
で
こ
ん
な
本
を
買
う
ん
だ
?
」
と

い
う
意
見
が
必
ず
出
る
。
そ
こ
で
必

ず
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
る
。つ
ま
り
、

入
れ
る
か
落
と
す
か
は
、
組
織
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
わ
け
で
す
。
好

き
な
本
、
気
に
入
っ
た
本
を
入
れ
た

い
と
い
う
の
は
、
あ
る
面
、
選
書
の

第
一
歩
だ
か
ら
、
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
現
す
る
こ

と
は
違
う
し
、
ま
し
て
や
百
何
十
冊

が
持
続
的
な
志
を
持
っ
て
そ
う
な
る

こ
と
と
は
違
う
し
、
そ
れ
が
通
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
違
う
。

手
嶋
●　

今
、
掘
さ
ん
が
言
っ
た
こ
と

は
私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
組
織
と
し
て
き
ち
ん
と
見

直
す
と
い
う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

働
く
。
そ
れ
が
ふ
つ
う
だ
と
思
う
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
み
ん
な
が
善
意
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
前
提
で
機
能
し

て
い
る
限
り
は
ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る

ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
狂
っ
て
し

ま
っ
て
意
図
的
に
何
か
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
可
能
だ
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
。

沢
辺
●　

そ
こ
そ
こ
の
知
恵
が
あ
れ
ば

実
現
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ

よ
ね
。

手
嶋
●　

何
が
言
い
た
い
か
と
い
う

と
、
町
田
だ
っ
て
、
も
し
船
橋
市
西

図
書
館
の
よ
う
な
形
で
出
て
き
た
と

き
に
防
ぎ
よ
う
が
な
い
と
い
う
の
が

私
の
実
感
な
ん
で
す
。

沢
辺
●　

い
ま
の
手
嶋
さ
ん
の
話
は
、

今
後
の
対
策
に
か
ら
む
話
で
す
ね
。

こ
れ
は
あ
と
で
必
ず
や
る
の
で
、
ま

ず
は
評
価
に
つ
い
て
終
わ
ら
せ
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

い
ま
は『
世
界
』よ
り
も

『
諸
君
』の
利
用
頻
度
が

高
い

小
形
●　

す
ご
く
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事

件
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
要

す
る
に
あ
る
も
の
を
な
く
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ご
く
目

立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
こ
れ
が
逆
で
、
除
籍
で
は
な
く
入

れ
な
い
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
い
っ

た
場
合
に
、
こ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
か

ど
う
か
。
結
果
と
し
て
は
同
じ
だ
と

思
う
ん
だ
け
ど
。
た
ま
た
ま
そ
う
い

う
も
の
は
一
切
初
め
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど

目
に
つ
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
。

も
と
も
と
右
の
も
の
が
多
か
っ
た
図

書
館
で
、
そ
れ
自
体
が
結
構
問
題
だ

と
思
う
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
こ
の
人
も

そ
れ
に
つ
い
て
問
題
を
感
じ
て
い
た

の
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は
さ
っ
き

の
話
に
ち
ょ
っ
と
戻
る
け
ど
。
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
こ
と
を
ま
た
今
度

逆
の
立
場
の
人
か
ら
批
判
さ
れ
る
可

能
性
と
い
う
の
も
相
当
頭
に
入
れ
て

い
た
の
か
な
。
お
前
の
と
こ
ろ
は

偏
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

東
條
●　

左
翼
系
か
ら
。

小
形
●　

本
が
あ
る
こ
と
は
け
っ
こ
う

非
難
さ
れ
う
る
と
思
う
。
な
い
こ
と

を
非
難
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

し
、
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
少

な
い
で
し
ょ
う
。

だ
け
ど
「
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は

や
は
り
説
明
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

「
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
実
際
の
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
点
で
非
常
に
自
粛
し
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
も
し
強
く

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
し
た
ら
と
て
も

怖
い
な
と
思
う
。
も
の
が
「
あ
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
は
非
難
を
受
け
や
す

い
。
し
か
し
あ
え
て
そ
の
批
判
を
甘

受
し
つ
つ
、
き
ち
ん
と
説
明
を
し
な

が
ら
や
は
り
「
あ
る
」
と
い
う
道
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
が

私
の
感
想
で
す
。

東
條
●　

そ
れ
は
西
尾
さ
ん
も
言
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
公
共
図
書
館
に
は

『
世
界
』
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
け
ど
、

『
正
論
』
と
か
『
諸
君
』
は
あ
ま
り

な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
ね
?

『
正
論
』
も
『
諸
君
』
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。

沢
辺
●　

こ
れ
は
調
査
し
て
み
な
い
か

ら
わ
か
ら
な
い
け
ど
。
実
際
み
ん
な

の
感
覚
と
し
て
ど
う
?　

ぼ
く
は

『
ず
・
ぼ
ん
』を
何
年
も
や
っ
て
き
て
、

皆
さ
ん
は
偏
っ
た
見
方
を
す
る
人
た

ち
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
聞
き

た
い
ん
だ
。
や
は
り
西
尾
さ
ん
が

言
っ
て
い
る
傾
向
は
あ
る
の
か
な
。

堀
●　

西
尾
さ
ん
の
観
察
は
ち
ょ
っ

と
古
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
で
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
乱
暴
な
言
い
方

を
す
れ
ば
、
右
系
の
文
化
人
の
被
害

妄
想
だ
っ
た
り
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

だ
っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
わ

け
で
は
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
や

は
り
図
書
館
は
リ
ベ
ラ
ル
左
翼
的
な

本
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
あ
る
と
思

う
。
右
系
の
言
論
人
た
ち
か
ら
お
れ

ら
の
言
論
が
保
障
さ
れ
て
い
る
場
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
論
難
さ
れ
る
よ
う

な
基
盤
は
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
な
と
思
う
。

手
嶋
●　

出
版
点
数
の
問
題
も
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
?

堀
●　

そ
れ
も
あ
る
。

沢
辺
●　

ぼ
く
も
そ
れ
も
あ
る
と
思
う

ん
だ
。
出
版
業
界
の
は
じ
っ
こ
に
い

る
感
覚
で
言
う
と
、や
は
り
『
正
論
』

と
か
『
諸
君
』
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ

と
グ
レ
ー
ド
が
低
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
。

堀
●　

出
版
業
界
そ
の
も
の
が
、
も

と
左
翼
連
中
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
集
ま

り
だ
と
い
う
感
じ
は
あ
る
よ
ね
。

小
形
●　

で
も
、
う
ち
あ
た
り
の
小
さ

い
館
だ
と
雑
誌
な
ん
か
は
結
局
利
用

頻
度
で
選
ん
で
い
る
か
ら
、
い
つ
の

ま
に
か
『
諸
君
』
と
か
の
ほ
う
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

堀
●　

そ
こ
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き

た
気
が
す
る
ね
。

沢
辺
●　

最
初
が
低
か
っ
た
か
ら
、
の

し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
る
の

か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
部
数
的
に
は

『
世
界
』
よ
り
『
諸
君
』
の
ほ
う
が

売
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
ね
。

堀
●　

枝
葉
の
話
と
い
え
ば
枝
葉
の

話
な
ん
だ
け
ど
、
や
は
り
図
書
館
に

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
右
翼
的
文
化
人
の
人
た
ち
は
被

害
感
情
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、

実
際
に
あ
ま
り
入
っ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
傾
向
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
選
書
す
る
図
書
館
人
の
偏
見
だ
っ

た
り
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
け
ど
そ
の
背
景
に
は
や

は
り
出
版
業
界
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
り
。

沢
辺
●　

全
体
左
翼
だ
よ
ね
。

堀
●　

だ
け
ど
そ
れ
も
ま
た
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
今
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話
題
に
な
っ
て
い
る
時
事
問
題
系
の

言
論
の
な
か
で
の
大
衆
右
翼
的
な
出

版
物
と
い
う
の
は
、
結
構
多
く
な
り

ま
し
た
よ
ね
。
あ
と
も
う
一
つ
は

さ
っ
き
小
形
さ
ん
が
言
っ
た
け
れ
ど

も
、
読
者
の
需
要
だ
け
で
雑
誌
を
買

え
ば
、
や
は
り
『
世
界
』
は
ろ
く
に

借
り
ら
れ
な
い
け
ど
も
、『
正
論
』

は
そ
れ
な
り
に
借
り
ら
れ
る
。
だ
か

ら
乱
暴
に
リ
ク
エ
ス
ト
で
雑
誌
を
選

べ
ば
『
正
論
』
に
『
世
界
』
が
置
き

換
わ
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
傾
向
性

は
あ
る
。

沢
辺
●　

そ
の
と
き
に
抵
抗
し
た
覚
え

の
あ
る
人
は
い
ま
す
か
。
リ
ク
エ
ス

ト
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
自
分
の
職

権
で
『
世
界
』
を
続
け
て
し
ま
お
う

と
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
い
ま
す

か
。
み
な
さ
ん
首
を
振
っ
て
い
ま
す

が
…
…
。

手
嶋
●　

逆
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
、『
諸

君
』
の
よ
う
な
雑
誌
も
入
れ
て
お
こ

う
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
く
。

堀
●　

両
方
あ
り
ま
す
ね
、そ
れ
は
。

沢
辺
●　

両
方
と
い
う
の
は
?

堀
●　

も
う
ち
ょ
っ
と
個
々
の
タ
イ

ト
ル
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
選
び
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
だ
わ
り

は
古
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う
ふ
う

に
言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

小
形
●　

そ
の
辺
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

ね
。
例
え
ば
『
相
撲
』
と
『
大
相
撲
』

で
は
何
が
違
う
の
か
。
も
う
そ
う
い

う
次
元
の
話
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ど
っ
ち
か
を
入
れ
る
と

し
た
ら
ど
っ
ち
か
を
落
と
す
わ
け
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
ほ
か
の
雑
誌
で
も

当
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。『
世

界
』
か
『
諸
君
』
と
い
う
こ
と
と
、『
相

撲
』
か
『
大
相
撲
』
か
と
い
う
選
択

は
何
か
違
い
が
あ
る
の
か
。

堀
●　

複
数
の
図
書
館
が
あ
っ
て
ど

こ
も
『
世
界
』
ば
か
り
入
れ
て
い
る

の
で
は
や
は
り
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
か

さ
。
そ
れ
か
ら
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
勝

負
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い

か
と
か
ね
。

沢
辺
●　

東
條
さ
ん
は
や
は
り
ま
ず
い

と
思
う
?

東
條
●　

ま
ず
い
ま
ず
い
。
私
が
言
い

た
い
の
は
、
基
本
的
に
は
図
書
館
と

い
う
の
は
、
何
度
も
言
う
よ
う
に
、

プ
ラ
ス
の
世
界
、
足
し
算
の
世
界
だ

か
ら
、
引
き
算
は
ま
ず
い
よ
。

沢
辺
●　

手
嶋
さ
ん
は
?

手
嶋
●　

最
初
こ
の
事
件
を
知
っ
た
と

き
に
、
ば
か
な
こ
と
を
す
る
や
つ
が

い
る
な
と
い
う
ふ
う
に
単
純
に
思
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
の
次
は
、
日
図
協

の
調
査
と
い
う
の
が
全
然
わ
け
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
あ
の
報
告
を
読
ん

で
、
何
を
調
査
し
て
る
の
か
と
。
た

だ
本
人
が
自
分
が
や
っ
た
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
認
め
な
い
限
り
、
な
か
な

か
真
相
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
も

確
か
だ
よ
ね
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た

ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
こ
れ
が
私
が

や
は
り
鈍
い
と
こ
ろ
な
の
も
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、富
山
問
題
み
た
い
に
、

じ
ゃ
あ
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
ち
ゃ
ん

と
や
ろ
う
な
ん
て
い
う
ふ
う
に
思
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
、正
直
言
っ
て
。

そ
の
あ
と
東
條
さ
ん
が
、
や
は
り

『
ず
・
ぼ
ん
』
で
取
り
上
げ
な
け
れ

ば
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
言
っ

た
ん
だ
っ
け
?

沢
辺
●　

た
ぶ
ん
東
條
さ
ん
が
一
番
は

じ
め
だ
っ
た
…
…
。

手
嶋
●　

私
の
な
か
で
は
、
こ
れ
は
ま

ず
い
な
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
け

ど
、
そ
れ
を
『
ず
・
ぼ
ん
』
で
取
り

上
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
考
が
働
か

な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
今

に
し
て
思
え
ば
ま
ず
か
っ
た
な
と
い

う
反
省
は
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
思

わ
な
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
特
殊
な

人
が
起
こ
し
た
事
件
、
あ
り
得
な
い

世
界
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
後
考
え
た
こ

と
は
、
も
し
町
田
で
そ
の
よ
う
な
恣

意
的
な
除
籍
が
出
て
き
て
し
ま
っ
て

も
防
げ
な
い
な
と
い
う
こ
と
。
防
ぎ

よ
う
が
な
い
と
い
う
か
。

堀
●　

何
を
ば
か
な
と
い
う
の
が
前

提
で
す
よ
ね
。
た
だ
こ
れ
が
個
人
の

思
い
だ
け
で
は
な
く
て
仕
事
の
結
果

と
し
て
そ
こ
ま
で
い
っ
て
し
ま
う
の

は
、
組
織
と
し
て
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が

か
か
ら
な
く
て
、
や
は
り
組
織
の
仕

組
み
自
身
が
問
題
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
一
点
で
す
。

そ
れ
か
ら
や
は
り
東
條
さ
ん
に
言
わ

れ
て
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も

『
ず
・
ぼ
ん
』
は
富
山
問
題
は
取
り

上
げ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
自
身
は

鈍
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
、
ま
ず
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
と
い
う
こ
と
か
な
。

た
だ
仮
説
の
仮
説
で
し
か
ど
う
も
な

く
て
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
何
か
の
像
を

な
で
て
い
る
み
た
い
な
感
じ
は
否
め

な
い
の
が
今
の
実
態
で
す
け
ど
ね
。

『
ず
・
ぼ
ん
』で
な
ぜ

こ
の
問
題
を
す
ぐ
に

取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
か

沢
辺
●　

で
は
、
と
も
か
く
悪
か
っ
た

と
、
と
ん
で
も
な
い
事
件
だ
と
い
う

上
に
立
っ
て
、
今
、
手
嶋
さ
ん
や
堀

さ
ん
か
ら
出
た
『
ず
・
ぼ
ん
』
で
取

り
上
げ
な
か
っ
た
と
い
う
話
と
、
最

後
に
手
嶋
さ
ん
が
言
っ
た
、
ど
う

や
っ
て
防
御
す
る
か
と
い
う
二
点
に

つ
い
て
話
を
し
て
お
し
ま
い
に
し
ま

し
ょ
う
か
。

最
初
の
な
ぜ
『
ず
・
ぼ
ん
』
で
取
り

上
げ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
現
場

が
混
乱
す
る
気
持
ち
も
わ
か
る
よ

ね
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。
自
分
が
歳

を
と
っ
た
の
か
な
と
思
う
。

真
々
田
●
自
分
の
腰
も
重
く
な
っ
て
い

た
け
ど
、
図
書
館
界
総
体
が
も
う
鈍

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
パ
ワ
ー

が
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い

る
。
も
っ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
ど

う
で
も
い
い
と
い
う
感
じ
を
お
れ
は

受
け
て
し
ま
う
ん
だ
よ
ね
。

沢
辺
●　

あ
あ
、
そ
う
ね
。

真
々
田
●
も
う
二
、三
年
で
退
職
し
て

い
く
身
だ
か
ら
、
将
来
に
責
任
持
て

る
人
間
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
本
当

に
そ
れ
で
い
い
の
か
し
ら
と
い
う
感

じ
は
残
る
よ
ね
、
ど
う
し
て
も
。

沢
辺
●　

例
え
ば
今
、
富
山
事
件
と
同

じ
パ
タ
ー
ン
が
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
、『
ず
・
ぼ
ん
』
一
号
の
と
き
の

よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
ぼ
く
は
右

翼
に
会
い
行
く
の
か
ど
う
か
﹇
注

05
﹈。
た
ぶ
ん
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

な
い
感
じ
が
す
る
よ
ね
。
い
い
よ
、

め
ん
ど
く
さ
い
っ
て
い
う
よ
う
な
、

ど
こ
か
そ
う
い
う
感
じ
も
あ
る
な
、

確
か
に
。

真
々
田
●
公
共
図
書
館
を
中
心
に
し
た

図
書
館
界
総
体
に
そ
う
い
う
熱
が
感

じ
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
こ

ち
ら
か
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ
か
け
よ
う

と
い
う
気
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
ど
う
し
て
も
持
っ
て
し
ま
う
。

手
嶋
●　

で
も
富
山
の
と
き
だ
っ
て
多

か
れ
少
な
か
れ
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

そ
も
そ
も
『
ず
・
ぼ
ん
』
の
発
刊
の

と
き
に
堀
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
け

ど
、
や
は
り
図
書
館
界
に
論
争
が
少

な
く
な
っ
た
と
い
う
か
。

真
々
田
●
で
も
あ
の
と
き
よ
り
も
っ
と

引
い
て
な
い
?

手
嶋
●　

そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
よ
。

真
々
田
●
あ
の
当
時
は
、
ま
だ
ぼ
く
ら

み
た
い
に
向
こ
う
見
ず
に
や
っ
て
し

ま
う
人
間
も
い
た
け
ど
、
今
は
い
な

い
と
思
う
ん
だ
、ぼ
く
ら
も
含
め
て
。

ぼ
く
ら
が
歳
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
総
体

が
そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
て
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き
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
図
書
館
界
だ
け
で
は

な
い
で
す
け
ど
ね
。

堀
●　

右
翼
で
あ
ろ
う
が
左
翼
で
あ

ろ
う
が
、
今
回
の
問
題
の
結
果
の
出

し
方
っ
て
極
め
て
ず
さ
ん
な
の
ね
。

当
時
は
、
こ
こ
ま
で
ず
さ
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
は
し
ま

す
よ
ね
。

東
條
●　

そ
れ
は
そ
う
ね
。

沢
辺
●　

富
山
が
?　

富
山
だ
っ
て
ズ

サ
ン
じ
ゃ
な
い
?

堀
●　

い
や
い
や
。

東
條
●　

富
山
は
そ
れ
な
り
に
は
っ
き

り
し
て
る
よ
。

堀
●　

そ
う
そ
う
。

東
條
●　

問
題
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。

小
形
●　

そ
れ
で
こ
の
問
題
の
本
質
が

ち
ょ
っ
と
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の

ね
。
た
だ
の
ず
さ
ん
で
終
わ
っ
て
い

る
よ
う
な
部
分
も
あ
る
。

手
嶋
●　

そ
れ
は
だ
っ
て
確
信
犯
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
に
よ
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
?　

少
な
く
と
も
富
山
の

問
題
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
神
主

と
い
う
か
神
職
で
す
か
。
そ
の
人
が

や
は
り
確
信
を
持
っ
て
行
動
を
し
た

わ
け
で
し
ょ
う
。
自
分
の
信
念
に
基

づ
い
て
。

東
條
●　

そ
れ
で
図
書
館
が
び
び
っ
て

る
だ
け
の
話
。

堀
●　

図
書
館
が
び
び
っ
た
り
、
あ

る
い
は
教
育
委
員
会
や
県
の
上
層
部

か
ら
と
に
か
く
こ
れ
以
上
の
こ
と
は

す
る
な
と
い
っ
て
、
無
言
の
圧
力
を

か
け
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い

う
の
は
推
測
に
か
た
く
な
い
。
つ
ま

り
富
山
の
場
合
は
外
部
、
内
部
の
強

制
力
に
対
し
て
図
書
館
運
営
が
緊
張

感
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
話
な
ん
だ
け

れ
ど
、
船
橋
市
西
の
事
件
発
覚
後
の

対
応
を
見
れ
ば
と
に
か
く
図
書
館
の

仕
事
は
ど
ん
な
恣
意
的
な
除
籍
だ
っ

て
あ
り
得
る
よ
み
た
い
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
右

翼
で
あ
ろ
う
が
左
翼
で
あ
ろ
う
が
宗

教
で
あ
ろ
う
が
、
選
書
の
本
の
入
れ

方
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
少
な

く
と
も
除
籍
に
関
し
て
は
ど
ん
な
ず

さ
ん
な
除
籍
だ
っ
て
あ
り
得
る
だ
ろ

う
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
推
測
で
き

て
し
ま
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。だ
け
ど
、

今
の
公
共
図
書
館
の
二
千
何
百
館
の

除
籍
の
作
業
の
水
準
が
こ
こ
ま
で
ひ

ど
い
の
だ
ろ
う
か
。

沢
辺
●　

い
や
、
そ
れ
に
対
し
て
手
嶋

さ
ん
は
、
あ
り
得
る
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
す
よ
。

手
嶋
●　

こ
れ
は
最
後
に
言
い
た
い
ん

で
す
け
ど
ね
。

沢
辺
●　

そ
こ
に
い
く
前
に
、
今
の
話

に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど
、
話
を
聞
き

な
が
ら
思
い
返
し
て
考
え
た
の
は
、

ま
さ
に
言
っ
て
い
た
と
お
り
な
ん
だ

け
ど
、
富
山
は
事
態
は
動
か
な
か
っ

た
わ
け
だ
よ
ね
。
焚
書
し
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
胸
を
張
っ
た
わ
け
で

し
ょ
う
。
確
信
犯
と
い
え
ば
確
信
犯

で
す
よ
ね
。
富
山
は
そ
れ
で
軌
道
修

正
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
、
そ

の
ま
ま
ず
っ
と
。
し
か
し
、
と
り
あ

え
ず
船
橋
市
西
は
軌
道
修
正
さ
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
。

手
嶋
●　

除
籍
の
仕
方
を
考
え
る
と

か
。

沢
辺
●　

そ
れ
が
、
富
山
の
事
件
に

持
っ
た
よ
う
な
憤
り
に
な
ら
な
か
っ

た
根
拠
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
わ
け
で

す
。
と
り
あ
え
ず
回
復
し
た
わ
け
だ

よ
。ま
ず
い
と
認
め
た
わ
け
で
す
よ
。

富
山
の
ほ
う
は
認
め
て
な
い
。

堀
●　

そ
う
だ
け
ど
、
追
及
さ
れ
た

こ
と
に
対
す
る
取
り
繕
い
で
し
か
な

い
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
以
上
で

は
な
い
で
す
よ
。

沢
辺
●　

で
も
取
り
繕
い
で
も
何
で

も
、
お
れ
は
回
復
さ
れ
る
ほ
う
が
大

切
だ
と
思
う
。

手
嶋
●　

で
も
大
事
な
の
は
、
そ
れ
に

よ
っ
て
本
当
に
そ
う
い
う
問
題
と
い

う
の
は
解
決
で
き
る
の
で
す
か
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

沢
辺
●　

い
や
、
だ
っ
て
と
り
あ
え
ず

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
解
決
は
何
な

の
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
本
を
買
い

直
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

手
嶋
●　

そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
は
ね
。

で
も
そ
れ
も
な
ん
か
隠
ぺ
い
っ
ぽ
い

で
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

い
や
、そ
れ
は
別
の
問
題
で
、

直
接
的
な
回
復
は
買
い
直
す
こ
と
。

そ
れ
か
ら
そ
れ
を
教
訓
に
し
て
ど
う

や
る
の
か
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
自

分
の
と
こ
ろ
で
ま
た
起
こ
っ
て
し
ま

う
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
と
同

じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
議
論
の
な
か
で

話
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

小
形
●　

だ
か
ら
繕
お
う
と
す
る
と
、

そ
れ
が
た
だ
世
間
に
騒
が
れ
る
か
ら

と
か
、
右
翼
が
押
し
か
け
て
く
る
か

ら
と
い
う
こ
と
で
の
単
な
る
自
主
規

制
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

堀
●　

今
回
言
わ
れ
た
本
に
つ
い
て

は
取
り
繕
っ
て
買
い
直
し
た
だ
け

で
、
で
は
今
後
の
除
籍
の
仕
方
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
全
く
宿
題
が
残
る

し
、
そ
こ
に
つ
い
て
今
後
ど
う
す
る

と
い
う
話
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
わ

け
じ
ゃ
な
い
の
。

手
嶋
●　

い
や
、
表
向
き
に
は
出
て
い

る
ん
で
す
よ
。
要
す
る
に
今
ま
で
は

担
当
者
任
せ
で
や
っ
て
、
そ
れ
は
館

長
が
追
認
と
い
う
か
事
後
決
裁
で
終

わ
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
今
度
は
四

館
合
同
で
共
同
書
庫
に
集
め
て
、
そ

れ
を
四
館
の
代
表
が
合
議
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
そ
の
後
、
四
館
長
の
決
裁

で
除
籍
す
る
。

沢
辺
●　

手
間
を
多
く
か
け
る
と
い
う

だ
け
の
話
だ
よ
。

手
嶋
●　

で
、
そ
こ
か
ら
や
る
ん
だ
と

言
う
ん
だ
け
ど
、
町
田
は
そ
れ
に
近

い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

中
央
図
書
館
の
場
合
、
開
架
か
ら
書

庫
上
げ
す
る
際
に
、
色
の
付
い
た
短

冊
を
本
に
挟
む
わ
け
。
年
度
ご
と
に

色
を
変
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
今
年

で
七
年
位
に
な
る
か
な
。
そ
れ
で
、

そ
の
本
が
借
り
ら
れ
た
と
き
に
は
、

短
冊
を
外
す
ん
で
す
ね
。要
す
る
に
、

古
い
短
冊
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
間
利
用
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
除

籍
し
な
い
で
取
っ
て
お
い
た
方
が
い

い
と
い
う
本
に
は
、
保
存
理
由
を
書

い
た
短
冊
を
挟
ん
で
お
く
。
そ
の
本

が
書
庫
か
ら
借
り
ら
れ
た
と
き
に

は
、
短
冊
を
抜
い
て
保
存
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
お
く
わ
け
。

町
田
で
は
、「
保
存
・
除
籍
委
員
会
」

と
い
う
の
を
立
ち
上
げ
て
い
て
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
保
存

や
除
籍
を
仕
切
っ
て
い
る
。
除
籍
の

場
合
は
、
除
籍
候
補
を
ブ
ッ
ク
ト

ラ
ッ
ク
に
並
べ
て
お
い
て
、
毎
週
水

曜
日
に
実
際
の
除
籍
作
業
を
行
う
の

ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
除
籍
に
異
議
が

あ
る
場
合
に
は
、
理
由
を
書
い
た
短

冊
を
挟
ん
で
お
く
わ
け
（
た
だ
そ
れ

は
全
館
で
は
な
く
て
、
中
央
図
書
館

の
蔵
書
に
関
し
て
は
…
…
。
地
域
館

は
や
は
り
本
の
こ
と
に
詳
し
い
人
が

除
籍
を
担
当
す
る
。
実
は
そ
れ
も
あ

ま
り
詳
し
く
な
い
人
も
や
っ
て
い
る

の
が
実
態
な
ん
で
す
）。
そ
の
た
め

に
、「
図
書
除
籍
（
除
架
）
の
目
安
」

を
策
定
し
て
実
務
の
手
引
き
に
し
て

い
ま
す
。
論
争
的
な
資
料
、
基
本
的

な
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
も
か
な
り

具
体
的
に
触
れ
て
い
て
、
例
え
ば
、

日
本
史
の
歴
史
観
に
つ
い
て
の
論
争

的
資
料
の
最
後
の
一
冊
は
、「
除
籍

会
議
」
を
経
な
け
れ
ば
除
籍
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
今

回
の
い
わ
ゆ
る
船
橋
西
が
こ
う
い
う

形
で
改
善
と
い
う
か
、
改
革
を
し
た
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と
い
う
こ
と
自
体
は
、
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
私
は
こ

ん
な
こ
と
で
本
当
に
問
題
解
決
に
な

る
の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
番

ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
。

沢
辺
●　

で
も
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ

よ
と
い
う
の
も
?

手
嶋
●　

な
い
。

沢
辺
●　

思
い
浮
か
ば
な
い
と
い
う
こ

と
も
手
嶋
さ
ん
の
正
直
な
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
?

手
嶋
●　

う
ん
。

解
決
策
の
第
一
歩
は

オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
く

こ
と
か

沢
辺
●　

で
は
、
そ
こ
に
話
を
移
し
て

も
い
い
で
す
か
?　

最
後
の
ど
う

や
っ
た
ら
な
く
せ
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
ど
な
た
か
何
か
お
考
え

が
あ
り
ま
す
か
。

手
嶋
●　

う
ち
が
や
っ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
で
き
る
だ
け
職
員
が
い
ろ
い

ろ
な
形
で
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に

し
て
最
終
的
な
除
籍
を
決
め
て
い
こ

う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
れ
は

別
に
船
橋
の
問
題
が
起
き
た
か
ら

や
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
中
央
の
蔵

書
に
関
し
て
は
責
任
者
だ
け
が
判
断

し
て
や
る
の
で
は
な
く
て
、
や
は
り

全
体
で
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
よ
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
本
来
だ
っ
た
ら

私
が
そ
れ
を
毎
週
見
て
、
こ
れ
を
除

籍
す
る
の
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
か
、
そ
う
い
う
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
と
い
う
の
は
最
終
的
に
私
の
役
目

な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
と
て

も
そ
れ
は
で
き
て
な
い
で
す
。
だ
っ

て
毎
週
除
籍
は
何
十
冊
、
何
百
冊
で

す
か
ら
ね
。

小
形
●　

書
名
だ
け
見
て
、
こ
れ
は
除

籍
と
か
、
そ
ん
な
簡
単
に
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

真
々
田
●
自
分
で
中
身
が
わ
か
ら
な
い

も
の
も
あ
る
も
ん
ね
。

沢
辺
●　

わ
か
っ
た
つ
も
り
だ
っ
て
、

そ
れ
は
斜
め
に
見
て
い
る
だ
け
か
も

し
れ
な
い
し
。

小
形
●　

や
は
り
あ
と
は
そ
の
職
場
の

な
か
で
民
主
主
義
と
い
う
と
ち
ょ
っ

と
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

全
て
独
断
が
支
配
す
る
よ
う
な
状
況

を
や
は
り
つ
く
り
出
さ
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
の
か

な
。

手
嶋
●　

だ
か
ら
で
き
る
だ
け
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
働
く
と
い
う
こ
と
は
何
か

と
い
う
と
、
こ
れ
も
私
は
最
終
的
な

解
決
だ
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
も
、

で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ

か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と
は
抽
象
的
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
今
や
っ
て
い

る
こ
と
は
そ
れ
に
少
し
ず
つ
近
づ
け

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
な
の
で
す
。

前
々
回
の
『
ず
・
ぼ
ん
』
編
集
会
議

の
と
き
に
、
な
ぜ
除
籍
さ
れ
た
か
が

わ
か
る
よ
う
な
、
除
籍
リ
ス
ト
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
提
起
が
あ
っ

た
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
利
用
者
か
ら
つ
い
最
近
指
摘

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
は
び
っ
く

り
し
て
し
ま
っ
て
、
本
当
に
そ
う
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
利
用
者
っ
て

い
る
ん
だ
と
。

利
用
者
の
疑
問
の
一
つ
に
は
、
図
書

館
の
蔵
書
で
い
い
も
の
が
な
ん
で
い

き
な
り
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
?
と
い

う
素
朴
な
疑
問
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
と
や
は
り
そ
れ
に
つ
な
が

る
ん
だ
け
ど
、
利
用
者
と
し
て
な
ぜ

除
籍
し
た
の
か
と
い
う
理
由
を
知
り

た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ

は
私
も
直
接
そ
の
人
に
会
っ
て
お
話

を
聞
い
た
の
で
す
が
、
確
か
に
そ
う

で
す
。
い
い
本
を
除
籍
し
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
の
は
気
持
ち
と
し
て
は

全
く
よ
く
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
市
町

村
レ
ベ
ル
の
図
書
館
だ
と
全
部
取
っ

て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ

は
む
し
ろ
都
道
府
県
立
の
役
割
だ
と

い
う
話
を
し
て
、
そ
こ
は
納
得
は
し

て
い
た
だ
い
た
。

シ
ス
テ
ム
的
に
は
、
や
は
り
除
籍
リ

ス
ト
と
い
う
か
、
除
籍
ま
で
全
部

オ
ー
プ
ン
に
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
購
入
し
て
い
ま
す
か
ら
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
そ
の
も
の
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
人
が
提
起
し

た
の
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え
る
と

い
う
の
は
一
館
だ
け
で
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
ら
、
多
摩
地
域
な
ら
多
摩

地
域
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
メ
ー

カ
ー
に
働
き
か
け
て
く
れ
と
か
、
そ

ん
な
話
も
最
後
に
し
ま
し
た
。

小
形
●　

そ
れ
に
関
連
し
て
い
え
ば
、

う
ち
の
図
書
館
に
も
、
選
書
に
つ
い

て
は
ど
う
い
う
基
準
で
選
書
し
て
い

る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
出
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

手
嶋
●　

今
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

小
形
●　

そ
う
考
え
る
と
や
は
り
そ
う

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
も

必
要
だ
し
、
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、

結
局
司
書
の
聖
域
と
い
っ
た
考
え
方

が
や
は
り
ず
っ
と
こ
の
世
界
に
は

あ
っ
て
、
そ
れ
が
独
断
を
生
ん
で
し

ま
っ
た
結
果
の
一
つ
の
事
態
な
の
か

な
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
の

で
す
。
他
者
か
ら
見
て
も
あ
る
意
味

で
は
こ
の
世
界
は
わ
か
ら
な
い
み
た

い
な
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も
経

験
の
あ
る
司
書
が
選
ん
で
い
る
か
ら

絶
対
に
間
違
い
な
い
み
た
い
な
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
の
聖
域
観
。

堀
●　

今
回
の
報
道
で
も
、
産
経
の

記
者
の
解
説
記
事
﹇
注
06
﹈
に
、
司

書
の
質
が
も
う
少
し
高
く
て
、
そ
れ

が
も
う
少
し
職
場
で
権
限
と
領
域
を

持
っ
て
い
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と
は
起

こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
み
た
い

な
、
妙
な
司
書
制
擁
護
論
が
出
た
ん

だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
か
そ
の
議
論
っ

て
ち
ょ
っ
と
唐
突
な
感
じ
が
す
る
よ

ね
。
だ
っ
て
こ
の
女
性
司
書
は
、

三
十
年
近
い
大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
児
童

サ
ー
ビ
ス
で
は
館
界
の
リ
ー
ダ
ー
格

な
わ
け
で
し
ょ
う
。

小
形
●　

最
近
、
司
書
の
質
が
落
ち
て

み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
違
う
と
思
う
。

堀
●　

司
書
制
を
復
活
し
た
り
強
化

す
れ
ば
問
題
は
起
こ
ら
な
い
ん
だ
、

と
い
っ
た
単
純
な「
打
ち
出
の
小
槌
」

論
は
と
て
も
出
せ
な
い
よ
。

小
形
●　

み
ん
な
自
分
の
都
合
の
い
い

こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

堀
●　

う
ん
。『
み
ん
な
の
図
書
館
』

二
〇
〇
三
年
一
月
号
に
出
た
西
河
内

論
文
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
な

感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
、
そ
う
で
は
な
い
。
問
わ
れ
て

い
る
の
は
図
書
館
と
い
う
施
設
そ
の

も
の
が
ど
れ
だ
け
信
頼
を
持
て
る
よ

う
に
な
り
う
る
か
と
い
う
課
題
な
の

で
は
な
い
か
。

沢
辺
●　

今
日
み
な
さ
ん
に
配
っ
た
プ

リ
ン
ト
は
、
ぼ
く
の
友
だ
ち
が
や
っ

て
い
る
「
風
の
旅
行
社
」
と
い
う
旅

行
会
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
集

計
な
ん
で
す
。「
風
の
旅
行
社
」
は
、

け
っ
こ
う
高
い
料
金
の
旅
行
を
売
っ

て
い
る
会
社
な
ん
で
す
が
、
毎
回
、

利
用
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
添
乗
員
が
悪

か
っ
た
、
ホ
テ
ル
が
ひ
ど
い
と
か
、

そ
の
な
か
に
は
解
決
で
き
る
話
も
あ

る
し
、
解
決
で
き
な
い
話
も
あ
る
か

ら
全
文
は
な
か
な
か
公
開
で
き
な
い

け
ど
、
基
本
的
に
「
風
の
旅
行
社
」

に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
も
含
め
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
匿
名
で
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
わ

け
。

そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
し
た
い
か
と
い

う
と
、
自
分
た
ち
の
緊
張
感
を
持
続

さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
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る
。
ぼ
く
が
こ
の
間
言
っ
て
き
た
、

つ
ま
り
除
籍
リ
ス
ト
も
公
開
し
て
、

館
長
も
ち
ゃ
ん
と
見
ろ
と
か
、
除
籍

会
議
を
ち
ゃ
ん
と
開
け
と
か
や
っ
て

い
る
と
、う
ち
も
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、

会
議
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
す
よ
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
ふ

つ
う
の
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
い
う
道
具
が
あ
る
以
上
、
西

部
邁
や
西
尾
幹
二
と
か
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
、
い
つ
入
っ
た

と
か
、
い
つ
出
た
と
か
と
い
う
の
が

全
部
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
目
線

で
図
書
館
の
有
り
様
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
く
こ

と
。
そ
う
な
っ
て
い
る
と
実
際
に
魔

が
差
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
や
り
づ
ら
い
と
思
う
ん
だ

よ
ね
。
魔
が
差
し
た
の
か
、
確
信
を

持
っ
て
い
た
の
か
知
ら
な
い
け
れ

ど
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
か
な
り
や
り

づ
ら
い
。

も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
バ
レ
ず
に
盗
む

と
い
う
方
法
論
が
残
る
と
し
て
も
、

ぼ
く
は
リ
ス
ト
を
公
開
す
べ
き
だ
と

思
う
。
結
局
み
ん
な
の
目
に
さ
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
右
翼
的
な
目
や
左

翼
的
な
目
や
、
い
ろ
い
ろ
な
目
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う

こ
と
に
す
る
以
外
に
ぼ
く
は
道
が
な

い
の
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

買
っ
た
リ
ス
ト
も
廃
棄
し
た
リ
ス
ト

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
、
除
籍
リ
ス
ト
と
い
う
形

で
検
索
で
き
る
よ
う
に
と
か
い
う
ふ

う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
の
が

ぼ
く
の
意
見
な
ん
だ
よ
ね
。

も
う
ひ
と
つ
足
す
と
す
れ
ば
、
こ
う

い
う
言
い
方
を
す
る
と
誤
解
を
受
け

る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、
さ
っ

き
東
條
さ
ん
が
「
堀
さ
ん
の
図
書
館

に
行
っ
た
ら
、
あ
そ
こ
は
堀
の
図
書

館
だ
っ
て
す
ぐ
分
か
っ
た
ぜ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
っ
て

そ
れ
は
堀
さ
ん
が
偏
っ
た
図
書
館
を

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
ぼ
く
は
思
う
ん
だ
よ
ね
。
堀
さ

ん
的
な
目
配
り
が
さ
れ
て
い
る
な
と

か
、
た
ぶ
ん
東
條
さ
ん
の
意
見
で
は

そ
う
い
う
こ
と
を
含
ん
で
い
る
と
思

う
ん
だ
け
ど
。

堀
さ
ん
が
い
く
ら
善
意
で
や
っ
た
っ

て
、
堀
さ
ん
的
な
目
配
り
は
得
意
不

得
意
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
う
い

う
こ
と
も
出
て
き
て
し
ま
う
と
思

う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
な
く
せ
と
言
っ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
う
し
、
そ

う
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
別
に
悪

い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
か
、
い
い

意
味
で
の
目
配
り
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。だ
か
ら
、

こ
れ
は
堀
が
選
ん
だ
よ
と
か
、
堀
が

除
籍
し
た
よ
と
公
開
し
て
い
く
こ
と

で
ク
リ
ア
し
て
い
く
し
か
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
だ
け
付
け
加
え
る

と
、
社
会
学
者
の
橋
爪
大
三
郎
さ
ん

が
昔
、
労
働
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
化

と
い
う
話
を
し
て
い
て
、
今
ま
で
は

だ
れ
が
つ
く
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
大

量
生
産
の
も
の
だ
け
ど
、
人
間
の
労

働
と
い
う
の
は
機
械
に
で
き
な
い
、

置
き
換
え
ら
れ
な
い
一
番
大
切
な
も

の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
固
有
名

詞
、
個
々
人
の
仕
事
の
結
果
と
し
て

評
価
さ
れ
る
よ
う
な
分
野
が
徐
々
に

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
、
と
。
そ
う
し

た
場
合
に
考
え
る
べ
き
な
の
は
、
個

人
が
個
人
と
し
て
仕
事
を
す
る
と
い

う
こ
と
。
わ
か
り
や
す
い
例
で
言
う

と
、
あ
る
会
社
が
つ
く
っ
た
何
と
か

と
い
う
製
品
も
、
特
許
は
社
員
の
堀

何
と
か
が
と
っ
て
い
る
、
と
い
う
傾

向
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ

が
労
働
に
広
が
っ
て
い
く
と
ぼ
く
は

思
う
ん
だ
よ
ね
。
広
が
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
な
。
そ
う
い
う
意
味
で
ぼ
く
は
や

は
り
こ
う
い
う
こ
と
を
な
く
す
た
め

の
方
法
論
と
し
て
は
デ
ー
タ
公
開
が

一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
嶋
●　

最
終
的
に
デ
ー
タ
公
開
に
行

き
着
く
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン

な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は

指
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
み
る

小
形
●　
『
ず
・
ぼ
ん
』
九
号
の
座
談

会
で
も
、
利
用
者
が
担
当
者
を
指
名

し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
お
願
い
す
る

「
指
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
話
が
出

た
よ
ね
。
荒
川
区
の
図
書
館
で
は
、

指
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て

い
る
（『
ず
・
ぼ
ん
9
』
45
ペ
ー
ジ
）。

例
え
ば
そ
れ
の
選
書
版
み
た
い
な
の

が
あ
っ
て
も
い
い
ね
。
ど
こ
ど
こ
の

蔵
書
は
次
の
者
が
選
書
し
て
い
ま

す
、
と
名
前
や
顔
な
ん
か
を
張
り
だ

し
て
し
ま
っ
た
っ
て
、
結
構
そ
れ
は

お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ね
。

手
嶋
●　

町
田
の
図
書
館
協
議
会
で
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た

ね
。
指
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
こ
と
も

言
わ
れ
た
し
、
本
の
紹
介
で
も
、
紹

介
し
た
人
の
名
前
を
入
れ
る
と
、

フ
ァ
ン
が
つ
い
て
、
そ
れ
を
目
当
て

に
読
む
人
だ
っ
て
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
ど
ん
ど
ん
や
れ
と
い
う

ふ
う
な
意
見
も
結
構
出
て
い
る
ん
で

す
。

沢
辺
●　

で
も
一
方
で
は
そ
ん
な
ふ
う

に
常
に
個
人
が
さ
ら
さ
れ
い
く
こ
と

に
耐
え
ら
れ
な
い
人
が
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
お
ま
え

は
図
書
館
員
の
資
格
は
な
い
よ
、
と

い
う
ふ
う
に
や
っ
て
し
ま
う
の
か
ど

う
か
と
か
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
、

付
随
し
た
問
題
は
い
っ
ぱ
い
出
て
く

る
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

堀
●　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

沢
辺
●　

し
か
し
そ
う
い
う
問
題
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
方
向
性
は
や
っ
ぱ

り
そ
っ
ち
に
踏
み
出
し
て
い
か
な
い

と
、
お
も
し
ろ
さ
が
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ
が
結
果
と
し

て
司
書
だ
と
か
図
書
館
員
の
資
質
を

向
上
さ
せ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
単
純
に
、
最
近
は
図
書
館
司
書

の
質
が
落
ち
て
い
る
と
指
摘
し
た
っ

て
何
も
解
決
し
な
い
と
思
う
ん
だ
よ

ね
。
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て

ち
ょ
っ
と
試
し
に
や
っ
て
み
る
。
例

え
ば
指
名
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
制
だ
け
で

も
や
っ
て
み
よ
う
よ
と
。
そ
う
し
な

い
と
、
最
近
の
若
い
者
は
ダ
メ
だ
よ

と
言
っ
て
い
る
だ
け
の
お
じ
さ
ん
み

た
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

手
嶋
●　

例
え
ば
町
田
の
中
央
図
書
館

で
は
、
新
刊
紹
介
を
毎
週
や
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
個
性
が
出
て

い
て
、
と
く
に
セ
ン
ス
の
い
い
や
つ

は
す
ご
い
の
を
つ
く
る
。
や
は
り
そ

う
い
う
の
っ
て
匿
名
で
は
な
く
て
実

名
で
出
し
た
ら
励
み
に
も
な
る
。

さ
っ
き
出
さ
れ
た
裏
も
あ
る
ん
だ
け

ど
ね
。

沢
辺
●　

裏
っ
て
い
う
の
は
?

手
嶋
●　

裏
っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い

う
の
が
得
意
じ
ゃ
な
い
人
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
と
い
う
か
ね
。

沢
辺
●　

た
だ
そ
こ
に
つ
い
て
も
、

じ
ゃ
あ
得
意
で
は
な
く
て
も
で
き
る

セ
ク
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
と
い
う
よ
う

な
棲
み
分
け
に
向
か
う
の
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
人
の
能
力
は
同
じ

じ
ゃ
な
い
こ
と
と
、
人
の
価
値
は
同

じ
と
い
う
こ
と
を
両
立
さ
せ
る

…
…
。

小
形
●　

逆
に
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ

と
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
し
。
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沢
辺
●　

と
い
う
ふ
う
に
、
得
意
な
方

で
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
結
び

つ
け
て
い
か
な
い
と
。
い
ま
議
論
さ

れ
て
い
る
、
機
械
で
や
る
選
書
や
機

械
で
や
る
返
却
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
意
義
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
議

論
の
大
も
と
の
根
拠
と
い
う
の
は
、

実
は
一
人
ひ
と
り
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た

ま
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
よ

ね
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
返
却
さ
れ
た
と

き
に
利
用
者
か
ら
ひ
と
こ
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
誰
に
た
ま
る
の
か
と
い
っ

た
ら
、
言
わ
れ
た
本
人
に
し
か
た
ま

ら
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
横
に
は
流

れ
よ
う
が
な
い
ん
だ
よ
ね
。
ど
う
考

え
た
っ
て
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
で
毎
日
日
記
を
書
か

せ
て
、
そ
れ
を
毎
日
み
ん
な
が
読
ん

で
い
れ
ば
そ
の
ナ
レ
ッ
ジ
は
共
有
で

き
る
な
ん
て
い
う
の
は
う
そ
っ
ぱ
ち

だ
と
思
う
。カ
ウ
ン
タ
ー
の
大
切
さ
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
大
切
さ
、
つ
ま
り

そ
れ
は
人
の
大
切
さ
だ
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
個
人

名
と
し
て
前
に
出
す
と
い
う
か
、
出

て
い
か
せ
る
と
い
う
か
。
そ
の
た
め

に
は
資
料
を
手
嶋
が
削
除
し
た
と
か

を
公
開
し
て
い
く
。

手
嶋
●　

本
を
除
籍
す
る
と
き
に
、

じ
ゃ
あ
個
人
の
責
任
で
と
い
う
こ
と

ま
で
は
私
は
肯
定
は
し
な
い
で
す
け

ど
ね
。
あ
る
意
味
、
合
議
制
で
や
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
選
書
、
あ
る
い
は

除
籍
と
い
う
の
は
基
本
的
に
違
う
ん

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

沢
辺
●　

そ
れ
ぞ
れ
三
種
類
の
性
格
が

違
う
の
?

手
嶋
●　

三
種
類
で
は
な
く
、
選
書
と

除
籍
は
、
集
団
で
と
い
う
か
、
少
な

く
と
も
複
数
で
選
ん
だ
り
、
選
書
会

議
と
い
う
の
を
や
る
わ
け
だ
か
ら
、

少
な
く
と
も
み
ん
な
で
共
同
で
合
議

し
て
選
ん
で
い
る
。
除
籍
も
合
議
制

が
望
ま
し
い
。
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
場
合
は
や
は
り
ど
う
し
た
っ
て
個

人
の
力
量
な
ん
で
す
よ
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
を
言
っ

て
し
ま
う
と
ま
た
別
の
課
題
に
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
け
ど
、
今
の
図
書

館
の
職
場
と
い
う
風
土
は
、
今
ま
で

だ
と
み
ん
な
で
一
つ
の
目
的
に
向

か
っ
て
、
例
え
ば
病
気
の
人
が
出
れ

ば
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い
う
形

で
で
き
た
ん
だ
け
ど
、
今
は
も
う
そ

う
い
う
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
よ
ね
。
い
わ
ゆ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
と
い
う
の
が
す
ご
い
増
え
て
い

て
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。カ
バ
ー
す
る
わ
け
だ
け
ど
、

逆
に
カ
バ
ー
す
る
ほ
う
が
も
う
一
杯

一
杯
。
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
よ
う
な

職
員
は
、
仕
事
を
目
一
杯
抱
え
て
い

る
。
だ
か
ら
全
体
を
目
配
り
す
る
よ

う
な
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
実
態
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
共

通
の
基
盤
と
し
て
あ
る
の
か
な
。
こ

れ
は
図
書
館
だ
け
で
は
な
い
け
ど
。

小
形
●　

あ
る
人
は
二
〇
く
ら
い
し
か

働
け
な
い
。あ
る
人
は
一
二
〇
働
く
。

そ
れ
で
み
ん
な
で
平
均
で
七
〇
く
ら

い
で
い
い
や
と
い
う
話
で
は
だ
ん
だ

ん
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ち
ょ
っ

と
思
う
け
ど
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
個

人
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
や
は
り
選

書
と
い
う
の
は
グ
ル
ー
プ
で
や
る
も

の
だ
と
思
う
。
た
だ
そ
れ
が
公
開
で

き
な
い
と
か
、
覆
面
だ
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
や
は
り
そ
の
グ
ル
ー
プ

自
体
を
公
開
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。

手
嶋
●　

そ
う
で
す
よ
ね
。
オ
ー
プ
ン

に
し
ろ
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味

な
ん
だ
よ
。

沢
辺
●　

原
理
的
に
、
徹
底
的
に
個
人

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
の
よ
う
な

言
い
方
を
た
ぶ
ん
し
て
い
た
と
思
う

の
で
誤
解
も
受
け
て
い
た
と
思
う
の

で
す
が
、
ぼ
く
は
徹
底
的
に
個
人
と

い
う
こ
と
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
は
い
る
の
ね
。
と
り
あ
え
ず
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
を
個
人
か
ら
や
っ
て
み

て
、
結
果
が
オ
ー
ラ
イ
だ
っ
た
ら
、

も
う
一
歩
拡
大
し
て
み
る
と
か
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
な
か
に
は
グ
ル
ー
プ
で

［注01］六月に最高裁で弁論が開かれます
最高裁での判決文は、資料04として、103-105ページに掲載。本件は東京高
等裁判所に差し戻された。

［注02］富山のときの判例
富山県立近代美術館は、1986年～90年、所蔵していた天皇の写真を使っ
たコラージュの作品と作品を載せていた図録を非公開とし、93年に作品を
売却、図録470冊を消却した。これに対し、富山県在住者らが、作品の特別観
覧（展示されていない作品を個々に観賞すること）、図録の閲覧拒否、売却、
消却処分が違憲だとし、富山県を被告に国家賠償請求を起こした。富山地
方裁判所は、98年12月16日、原告一部勝訴の判決を下した。その内容は、作
品の特別観覧と図録の閲覧拒否には正当な理由がなく市民の知る権利を
侵害する違憲行為であるとし、富山県に対し閲覧を拒否された原告11人に
対し、合計23万円の支払いを命ずるというもの。その後、原告側、被告側とも
控訴。2000年2月16日、名古屋高等裁判所金沢支部は「特別観覧制度を利
用して本件作品を損傷しようとする者が紛れ込む可能性が否定できない」
と述べて、特別観覧の不許可を適法とする原告全面敗訴の判決を下す。
2000年10月27日、最高裁は上告を棄却し、名古屋高裁金沢支部判決が確定
した。富山事件については『ず・ぼん』1号で「ある自画像の受難　富山県立
近代美術館・図書館事件」として特集している。
参考文献●表現の自由と「図書館の自由」　第16集（2005年5月17日・日本図
書館協会）／「富山県立近代美術館問題・全記録─裁かれた天皇コラー
ジュ」（富山県立近代美術館問題を考える会編著・桂書房・2001年）

［注03］長岡義幸さんの文章
『創』（創出版発行・2002年7月号・P88～98）に掲載された長岡義幸氏の「船橋
西図書館で右派文化人の著書廃棄騒動」の記事。

［注04］見計らい
書店が図書館に新刊図書の現物を持ってくること。図書館員は現物の本を
見た上で選書を行う。見計らいの場合、その場で選書でき、すぐ配架できる。

［注05］『ず・ぼん』一号のときのようなエネルギーで、ぼくは右翼に会い行く
のかどうか
本誌編集委員・沢辺が、『ず・ぼん』1号の特集で、県立図書館の図録を破っ
た神職に直接インタビューをしにいったが、断られた。

［注06］産経の記者の解説記事
船橋西図書館蔵書廃棄事件の背景を追った2002年6月10日の産経新聞の
続報記事。「大学で司書資格が容易に取得できることから司書の質は上が
らず、図書館での需要が低下して司書の需要も減っている。平成十一年七
月の図書館法改正では、図書館長の司書資格要件がなくなり、専門的知識
を持つ館長も生まれにくい」と記されている。

み
ん
な
で
選
書
し
て
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
の
名
前
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
よ
と
か
、
例
え
ば
選
書
委
員
は

オ
ー
プ
ン
に
し
て
選
書
委
員
が
選
ん

だ
ん
だ
よ
と
い
う
ふ
う
に
す
る
と

か
、
そ
の
過
渡
的
な
実
験
段
階
で
い

い
と
思
う
。
ぼ
く
も
現
場
が
い
き
な

り
い
き
つ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
い

の
で
、
現
実
適
用
は
も
う
ち
ょ
っ
と

緩
や
か
に
し
て
、
試
し
に
や
っ
て
み

る
こ
と
が
一
歩
な
の
で
は
と
思
う
の

で
す
。（
二
〇
〇
五
年
五
月
二
七
日
）
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二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
四

月
一
二
日
付
産
經
新
聞
朝
刊
は
、

「
西
部
、
渡
部
両
氏
の
著
書
68
冊
、

市
立
図
書
館
が
廃
棄
」「
教
科
書
論

議
が
高
ま
っ
た
昨
年
8
月
」「
船
橋

市
教
委
調
査
へ
」
と
い
う
記
事
を

載
せ
た
。

　

中
身
は
、
千
葉
県
の
船
橋
市
西

図
書
館
で
、
二
〇
〇
一
（
平
成

一
三
）
年
八
月
頃
に
、
西
部
邁
、
渡

部
昇
一
の
著
書
の
多
く
が
廃
棄
処

分
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う

ど
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く

る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
執
筆
に
加

わ
っ
た
扶
桑
社
の
教
科
書
採
択
を

め
ぐ
る
論
議
が
高
ま
っ
て
い
た
頃

で
、
図
書
館
が
意
図
的
に
特
定
の

著
者
の
本
を
廃
棄
し
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
論
調
。
記
事
に
は
、
館

長
の
「
結
果
と
し
て
誤
解
を
与
え

か
ね
な
い
」
と
い
う
発
言
を
載
せ
、

船
橋
市
教
育
委
員
会
は
調
査
を
行

う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
別
に
、
西

部
邁
の
「
予
測
し
て
い
た
」
と
い

う
談
話
を
載
せ
、「
図
書
館
の
大
半

に
は
強
か
れ
弱
か
れ
左
翼
人
士
が

い
る
」「
こ
の
国
の
言
論
は
暗
黒
時

代
に
入
っ
て
お
り
」「
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
所
で
同
様
の
こ
と
が

い
い
よ
う
に
進
む
だ
ろ
う
」
と
語

ら
せ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
産
經
新
聞
は
連
日
の
よ

う
に
「
政
治
的
偏
向
」
等
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
張
り
、
右
翼
団
体
の
街
宣

車
が
船
橋
西
図
書
館
と
市
役
所
を
巡

回
し
、
拡
声
器
で
図
書
館
を
批
判
し

た
。
船
橋
市
教
育
委
員
会
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
八
月
に
廃
棄
し
た
資
料
は

全
五
四
一
冊
。
そ
の
内
雑
誌
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
が
三
五
四
冊
。
書
籍
は

一
八
七
冊
で
西
部
邁
の
著
書
四
四

冊
、
渡
部
昇
一
の
著
書
二
五
冊
、
西

尾
幹
二
の
著
書
九
冊
、
福
田
和
也
の

著
書
一
一
冊
等
。
除
籍
さ
れ
た

五
四
一
冊
の
内
、
雑
誌
は
収
蔵
期
間

が
過
ぎ
た
も
の
、
書
籍
一
八
七
冊
の

内
、
八
〇
冊
は
三
年
間
未
返
却
や
紛

失
、
汚
破
損
、
買
い
替
え
な
ど
で
除

籍
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
残
り

一
〇
七
冊
は
理
由
不
明
。
つ
ま
り
、

理
由
不
明
の
ま
ま
除
籍
さ
れ
た
書
籍

の
ほ
と
ん
ど
が
西
部
邁
、渡
部
昇
一
、

福
田
和
也
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
右
派
系

言
論
人
の
著
書
で
あ
っ
た
。

　

市
教
委
は
、
実
質
的
に
除
籍
図
書

の
判
断
を
し
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
女

性
司
書
に
事
情
聴
取
し
た
結
果
を
発

表
し
た
が
、
本
人
は
な
ぜ
除
籍
し
た

の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
極
め
て

あ
い
ま
い
な
も
の
で
、
し
か
し
、
今

後
は
、
除
籍
方
法
を
改
善
す
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
除
籍
は
一
担
当
者
の

判
断
に
ま
か
せ
ず
、
内
規
の
「
除
籍

基
準
」
に
則
し
て
、
職
員
が
選
び
、

館
長
決
裁
で
除
籍
を
決
定
、
共
同
書

庫
へ
一
時
保
管
、
共
同
書
庫
運
営
委

員
会
の
会
議
で
確
認
、
四
館
長
決
裁

後
に
廃
棄
と
い
う
手
続
き
を
取
る
こ

と
に
し
た
と
い
う
。
四
館
長
と
は
船

橋
市
に
は
中
央
、
西
、
東
、
北
と
い

う
四
つ
の
市
立
図
書
館
が
あ
る
か
ら

で
、
こ
の
事
件
を
踏
ま
え
て
、
除
籍

に
つ
い
て
よ
り
慎
重
を
期
す
る
よ
う

に
は
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
理
由
不
明

の
ま
ま
除
籍
さ
れ
た
図
書
を
再
購
入

し
、
そ
の
購
入
費
は
当
事
者
の
司
書

と
ラ
イ
ン
上
の
係
長
、
館
長
補
佐
、

館
長
の
四
人
が
弁
済
す
る
。
費
用
は

計
一
五
万
二
八
八
六
円
。
ま
た
四
人

に
対
し
て
は
市
教
委
が
懲
戒
処
分
も

行
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
一
〇
七
冊
も
の
図
書

が
理
由
不
明
の
ま
ま
除
籍
処
分
さ

れ
、
そ
の
図
書
の
ほ
と
ん
ど
が
一
定

の
思
想
傾
向
を
帯
び
て
い
る
と
思
わ

れ
る
著
者
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
は
重
い
。

　

日
本
図
書
館
協
会
は
、
事
件
発
覚

後
、
当
事
者
の
司
書
、
館
長
に
事
情

聴
取
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
途
中
の

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
六
月
五

日
、「
船
橋
市
西
図
書
館
の
蔵
書
廃

棄
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
見
解
を

発
表
し
た
。
同
じ
く
図
書
館
問
題
研

究
会
も
第
四
九
回
全
国
大
会
名
で
七

月
九
日
、「
船
橋
市
西
図
書
館
の
蔵

書
廃
棄
問
題
に
関
す
る
ア
ピ
ー
ル
」

を
発
表
し
た
。

　

両
者
と
も
、
今
回
の
事
件
は
、
図

書
館
へ
の
市
民
の
信
頼
を
損
う
も
の

で
あ
り
、
遺
憾
で
あ
る
。
国
民
の
知

る
自
由
を
保
障
す
る
図
書
館
の
使
命

を
確
認
し
、「
自
由
宣
言
」
の
趣
旨

の
普
及
に
努
め
る
と
い
う
も
の
で
、

そ
れ
以
上
突
っ
込
ん
だ
見
解
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　

続
い
て
八
月
二
五
日
、
日
本
図
書

館
協
会
図
書
館
の
自
由
委
員
会
は
、

「
船
橋
市
西
図
書
館
の
蔵
書
廃
棄
問

題
に
関
す
る
調
査
報
告
」
を
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
た
。

（
1
）、
A
職
員
が
、
昨
年
八
月

は
じ
め
、「
新
し
い
歴
史
教
科

書
を
つ
く
る
会
」
会
員
ら
の
著

作
蔵
書
を
研
修
の
一
環
と
し
て

集
め
る
こ
と
を
館
内
奉
仕
担
当

職
員
に
提
起
・
指
示
し
た
こ
と

は
、
市
教
委
と
A
職
員
が
と
も

に
認
め
て
い
る
。

（
2
）、
集
め
ら
れ
て
く
る
蔵
書

一
〇
七
冊
に
つ
い
て
、
A
職
員

が
八
月
一
〇
日
か
ら
二
六
日
ま

で
に
逐
次
除
籍
を
決
定
・
入
力

し
た
と
い
う
市
教
委
調
査
結
果

に
対
し
、
A
職
員
は
少
な
く
と

も
八
月
一
五
日
は
除
籍
作
業
を

行
う
「
気
持
ち
の
ゆ
と
り
が
な

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。
一

方
、
除
籍
作
業
は
短
い
時
間
で

行
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

市
教
委
は
事
情
聴
取
を
行
い
、

非
常
勤
職
員
に
A
職
員
が
廃
棄

作
業
を
指
示
し
た
と
し
て
い
る

が
、
A
職
員
か
ら
は
こ
れ
に
反

論
す
る
事
実
や
職
員
の
証
言
は

提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
3
）、
こ
の
除
籍
・
廃
棄
行
為

に
思
想
的
動
機
や
組
織
的
背
景

は
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
で
、

市
教
委
と
A
職
員
は
一
致
し
て

い
る
。

（
4
）、
市
教
委
は
、
結
果
と
し

て
「
意
図
的
で
あ
る
と
思
わ
れ

て
も
仕
方
な
く
、
市
民
の
信
頼

を
著
し
く
損
な
う
も
の
」
と
し

て
、
上
記
処
分
（
A
職
員
は
減

給
1
／
10
×
6
ヵ
月
、
西
図
書

館
長
は
1
／
10
×
3
ヵ
月
な

ど
）
を
行
っ
た
（
以
上
『
図
書

館
雑
誌
』
二
〇
〇
二
年
一
〇
月

号
）。

　

そ
れ
よ
り
前
、
二
〇
〇
二
（
平
成

一
四
）
年
五
月
二
八
日
付
で
図
書
館

問
題
研
究
会
常
任
委
員
会
は
「
船
橋

市
西
図
書
館
の
蔵
書
廃
棄
問
題
に
つ

い
て
（
見
解
）」
を
発
表
し
た
。
た

だ
こ
の
時
点
で
は
、
日
本
図
書
館
協

会
の
調
査
中
で
あ
り
、「
事
実
を
解

明
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
適
切
な
見

解
を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
図
書
館
資
料
と
し
て
の
図
書
の

廃
棄
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
社
会
的

に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、（
中
略
）

一
般
的
見
解
を
こ
こ
に
明
ら
か
に
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、（
1
）、
廃
棄
基

準
に
適
合
し
な
い
資
料
が
多
い
。

（
2
）、
関
与
し
た
司
書
は
、
専
門
家

と
し
て
の
説
明
を
公
式
に
行
う
必
要

が
あ
る
。（
3
）、図
書
館
長
が
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
責
任
は
重

い
。（
4
）、
司
書
の
比
率
が
低
い
状

態
を
放
置
し
た
行
政
の
責
任
も
重

く
、
専
門
職
制
度
を
導
入
す
べ
き
で

あ
る
。
さ
ら
に
、「『
良
書
主
義
』
と

の
訣
別
を
」と
し
て
、「
い
わ
ゆ
る『
良

書
主
義
』
と
呼
ば
れ
る
も
の

│
住

不
可
解
な

事
件

東
條
文
規

●
と
う
じ
ょ
う
・
ふ
み
の
り

四
国
学
院
大
学
・
短
期
大
学
図
書
館
・
本
誌
編
集
委
員

◉
船
橋
西
図
書
館
の
蔵
書
廃
棄
事
件
を
考
え
る
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民
に
悪
い
影
響
が
及
ぶ
と
考
え
る
資

料
を
排
除
す
る
考
え
方

│
は
知
る

自
由
を
保
障
す
る
図
書
館
と
し
て
取

る
べ
き
態
度
で
は
な
い
」
と
い
う
見

解
を
加
え
て
い
る
（『
み
ん
な
の
図

書
館
』
二
〇
〇
二
年
八
月
号
）﹇
注

01
﹈。

　

一
方
、
廃
棄
の
対
象
に
な
っ
た
図

書
の
著
者
ら
は
、
二
〇
〇
二
（
平
成

一
四
）
年
八
月
、
船
橋
市
と
廃
棄
手

続
を
し
た
女
性
司
書
を
相
手
に
、
計

二
七
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
の

訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
九
月

九
日
の
東
京
地
裁
の
判
決
は
、
原
告

ら
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
が
、
そ
の

判
決
文
は
、「
原
告
つ
く
る
会
ら
を

嫌
悪
し
て
い
た
」
当
該
の
女
性
司
書

が
「
単
独
で
行
っ
た
も
の
と
認
め
」、

そ
れ
も
「
一
時
の
偶
発
的
行
為
で
は

な
く
、
周
到
な
準
備
を
し
た
上
で
計

画
的
に
実
行
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
」
る
と
し
た
。

　

だ
が
他
方
、
自
分
の
著
書
が
廃
棄

さ
れ
た
こ
と
が
原
告
の
名
誉
を
侵
害

し
た
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
図

書
館
の
自
由
裁
量
に
基
づ
い
て
購
入

し
た
図
書
を
図
書
館
が
廃
棄
す
る
の

は
ま
た
自
由
裁
量
の
範
囲
で
あ
り
、

「
自
由
宣
言
」
に
述
べ
る
よ
う
に
、

図
書
の
収
集
提
供
は
、
図
書
館
が
そ

の
図
書
に
一
定
の
「
社
会
的
評
価
を

与
え
る
行
為
で
は
な
い
と
解
さ
れ
」、

原
告
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
た
（「
船

橋
市
西
図
書
館
蔵
書
廃
棄
問
題
裁
判

第
一
審
判
決

：

平
成
十
五
年
九
月
九

日
（
抜
粋
）」『
み
ん
な
の
図
書
館
』、

二
〇
〇
四
年
四
月
号
）。

　

原
告
は
た
だ
ち
に
控
訴
し
、
新
た

に
（
1
）、
検
閲
行
為
、（
2
）、
平

等
権
の
侵
害
、（
3
）、
公
貸
権
、
な

ど
の
主
張
を
加
え
た
が
、
二
〇
〇
四

（
平
成
一
六
）
年
三
月
三
日
、
東
京

高
裁
も
原
告
主
張
を
斥
け
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
五
（
平
成

一
七
）
年
七
月
一
四
日
、
最
高
裁
第

一
小
法
廷
は
、「
公
立
図
書
館
は
思

想
、意
見
を
伝
達
す
る
公
的
な
場
で
、

職
員
の
独
断
に
よ
る
廃
棄
は
著
者
の

利
益
を
侵
害
す
る
」
と
し
て
、
審
理

を
東
京
高
裁
に
差
し
戻
し
た
。
上
告

審
で
は
、
女
性
司
書
に
対
す
る
上
告

は
す
で
に
棄
却
さ
れ
て
お
り
、
市
の

責
任
が
争
点
に
な
っ
て
い
た
が
、
判

決
は
、
公
立
図
書
館
の
役
割
、
著
者

の
利
益
侵
害
、
廃
棄
の
違
法
性
に
そ

れ
ぞ
れ
言
及
し
、
司
書
が
、「
つ
く

る
会
」
や
そ
の
賛
同
者
、
そ
の
著
者

に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
反
感
か
ら

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
ら
は
人

格
的
利
益
を
違
法
に
侵
害
さ
れ
た
、

と
い
う
も
の
で
、
五
裁
判
官
全
員
一

致
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
座
談
会
は
、
最
高
裁

判
決
が
出
る
以
前
に
開
か
れ
た
。
じ

つ
を
い
え
ば
、
事
件
発
覚
を
知
っ
た

私
（
た
ち
）
の
最
初
の
反
応
は
、「
な

ぜ
、
こ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
を
、
何
か

の
間
違
い
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
船
橋
市

教
育
委
員
会
の
事
情
聴
取
の
結
果
の

公
表
、
日
本
図
書
館
協
会
、
図
書
館

問
題
研
究
会
の
「
見
解
」
の
発
表
な

ど
を
見
て
も
、
そ
の
疑
問
は
解
け
な

か
っ
た
。

　

一
方
、
産
經
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
以

降
、
石
井
竜
生
「
保
守
言
論
人
の
著

作
大
量
廃
棄
事
件
が
示
す
、
図
書
館

の
偏
向
実
態
」『
正
論
』（
二
〇
〇
二

年
六
月
号
）「
船
橋
市
西
図
書
館
が

捨
て
た
書
籍
一
八
七
冊
全
リ
ス
ト
」

『
正
論
』（
二
〇
〇
二
年
六
月
号
）、

井
沢
元
彦
「
朝
日
新
聞
読
者
だ
け
が

知
ら
さ
れ
な
い
船
橋
市
西
図
書
館

『
焚
書
事
件
』
の
犯
人
像
」『SA

PIO

』

（
二
〇
〇
二
年
五
月
二
二
日
号
）、
長

岡
義
幸
「
船
橋
西
図
書
館
で
右
派
文

化
人
の
著
書
廃
棄
騒
動
」『
創
』

（
二
〇
〇
二
年
七
月
号
）
等
、
一
般

雑
誌
で
も
こ
の
事
件
に
関
し
論
評
が

加
え
ら
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
論
考
も
図

書
館
の
行
為
に
批
判
的
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
と
は
い
え
、
長

岡
論
文
以
外
は
「
図
書
館
の
健
全
な

発
展
が
不
可
欠
」（
石
井
竜
生
）
と

い
い
な
が
ら
、
杜
撰
な
現
状
認
識
に

基
づ
い
た
思
い
込
み
の
激
し
い
文
章

で
、
そ
れ
ほ
ど
説
得
力
が
あ
る
と
は

思
え
な
い
。

　

そ
の
極
め
つ
け
は
、
一
審
判
決
後

に
書
か
れ
た
西
尾
幹
二
「
船
橋
西
図

書
館
焚
書
事
件
一
審
判
決
と
『
は
ぐ

ら
か
し
』
の
病
理
」『
正
論
』

（
二
〇
〇
四
年
一
月
号
）。
こ
の
裁
判

を
、「
実
に
お
い
て
勝
訴
、
名
に
お

い
て
敗
れ
た
に
す
ぎ
な
い
」と
い
い
、

「
一
斉
に
図
書
館
員
が
全
国
規
模
で

『
歴
史
の
抹
殺
』
を
や
る
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
の
で
あ
る
」
な
ど
と
極

端
な
想
定
か
ら
判
決
を
批
判
し
、
不

安
感
を
煽
る
よ
う
な
論
調
で
、
こ
と

さ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
際
立
た

せ
る
効
果
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

　

そ
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

一
審
判
決
で
の
女
性
司
書
の
「
周
到

な
準
備
を
し
た
上
で
計
画
的
に
実
行

さ
れ
た
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
断
定

で
あ
る
。
こ
の
断
定
は
、
船
橋
市
教

委
が
公
表
し
た
「
な
ぜ
廃
棄
し
た
か

本
人
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
て
い

る
」
と
か
「
思
想
的
背
景
は
な
い
」

と
い
う
説
明
と
は
異
な
る
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
、
わ
け
の

わ
か
ら
な
い
説
明
で
は
原
告
で
な
く

て
も
納
得
が
い
か
な
い
し
、
ま
し
て

裁
判
所
が
女
性
司
書
の
言
い
分
を
採

用
す
る
わ
け
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
図
書
館
問
題
研
究
会
常
任
委
員

会
の
「
見
解
」
が
い
う
よ
う
に
、「
関

与
し
た
と
さ
れ
る
司
書
は
、
専
門
家

と
し
て
の
説
明
を
公
式
に
行
う
責
務

が
あ
る
」
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

つ
ま
り
、
当
該
の
女
性
司
書
が

い
っ
ぱ
ん
の
市
民
に
も
あ
る
程
度
納

得
で
き
る
説
明
を
し
な
い
限
り
、
原

告
ら
の
主
張
（
左
か
ら
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
攻
撃
で
あ
る
）
に
一
定
の
根
拠

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

じ
っ
さ
い
、
最
高
裁
の
差
し
戻
し

判
決
（
二
〇
〇
五
年
七
月
一
四
日
）

が
出
た
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
、
一
審

判
決
の
女
性
司
書
が
「
つ
く
る
会
」

や
そ
の
考
え
に
賛
同
す
る
人
た
ち
へ

の
反
感
か
ら
、
独
断
で
こ
れ
ら
の
図

書
を
処
分
し
た
、
と
い
う
前
提
で
論

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
話
し
は
そ
れ
ほ
ど
難

し
く
な
い
。
図
書
館
法
の
精
神
に
則

り
、「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣

言
」
や
「
図
書
館
員
の
倫
理
綱
領
」

が
十
分
に
機
能
す
る
職
場
体
制
を
構

築
す
る
方
策
を
各
自
治
体
が
追
求
す

れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
船

橋
市
は
、
誤
り
を
認
め
、
当
該
の
女

性
司
書
と
館
長
ら
の
管
理
職
を
懲
戒

処
分
し
、
不
当
に
廃
棄
さ
れ
た
図
書

は
当
該
司
書
や
管
理
職
ら
の
寄
贈
と

い
う
か
た
ち
で
再
度
、
図
書
館
の
蔵

書
に
加
え
ら
れ
、
今
後
の
廃
棄
手
続

き
の
方
法
も
改
善
す
る
と
言
明
し
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
ら
に

対
す
る
損
害
賠
償
は
と
も
か
く
、
事

件
発
覚
後
の
処
理
と
し
て
は
、
前
向

き
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
座
談
会
は
、
一
審
の

判
決
文
を
前
提
に
せ
ず
、
つ
ま
り
当

該
の
女
性
司
書
が
「
独
断
で
」、
し
か

も
「
個
人
的
な
好
き
嫌
い
の
判
断
に

よ
っ
て
」
廃
棄
し
た
の
か
ど
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

や
日
本
図
書
館
協
会
の
事
情
聴
取
に

も
、本
人
が
「
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
て
い
る
以
上
、
推
測
で
し
か

発
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
（
た

ち
）
は
、そ
こ
の
と
こ
ろ
が
最
も
謎
で
、

館
種
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
同
じ

図
書
館
と
い
う
現
場
で
働
く
も
の
と

し
て
不
可
解
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
過
去
の
図
書
館
の

自
由
を
め
ぐ
る
数
多
く
の
苦
い
経
験

の
中
で
、
管
理
職
で
も
な
い
一
職
員

が
、
図
書
館
内
外
か
ら
の
ど
の
よ
う

な
圧
力
も
な
い
の
に
、
蔵
書
を
処
分

し
た
、
と
い
う
例
は
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
﹇
注
02
﹈。
も
ち
ろ
ん
、
過

去
に
例
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、今
回
の
事
件
も
「
あ
り
得
な
い
」

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
誤

解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
一
審
判
決

文
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
女
性
司
書
の

行
為
は
、あ
ま
り
に
も
稚
拙
で
あ
り
、

か
つ
傲
慢
で
あ
る
と
し
か
い
い
よ
う

が
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
座
談
会
で

は
、
前
提
の
あ
い
ま
い
さ
も
含
め
て

の
内
容
な
の
で
隔
靴
掻
痒
の
感
は
免

れ
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
事
実
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
も
う
一
度
こ
の
よ
う

な
場
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［注01］その後、この見解とはほぼ同趣旨
の西河内靖泰「船橋市西図書館蔵書廃
棄事件を考える」（『みんなの図書館』、
2003年1月号）では、筆者の体験を踏ま
えた船橋市の図書館サービスの問題点
が具体的に記されている。ただこの論考
に対し、事実誤認等の誤りがあるとして
投稿（2003年4月号）があり、その回答が
次号（2003年5月号）に掲載されている。

［注02］「図書館の自由」をめぐる図書や
論文は多数あるが、さしあたり日本図書
館協会図書館の自由に関する調査委員
会編『図書館の自由に関する事例33選』
「図書館と自由」第14集（日本図書館協
会、1997年）、日本図書館協会図書館の
自由委員会編『『図書館年鑑』にみる「図
書館の自由に関する宣言」50年』（日本
図書館協会、2004年）参照。なお、『ず・
ぼん』1号（1994年）は、「富山県立近代
美術館・図書館事件」を特集している。
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船
橋
問
題
に
つ
い
て
、
個
人
的
な

意
見
を
わ
ざ
わ
ざ
書
か
せ
て
も
ら
お

う
と
思
っ
た
直
接
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、

東
條
さ
ん
（『
ず
・
ぼ
ん
』
編
集
委
員
）

の
書
い
た
も
の
に
た
い
す
る
違
和
感

で
し
た
。

　

東
條
さ
ん
の
原
稿
を
読
ん
で
か
ら

そ
の
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
違
和
感

を
書
く
の
は
す
こ
し
ズ
ル
っ
て
感
じ

が
し
ま
す
が
、
僕
の
こ
の
原
稿
を
掲

載
前
に
東
條
さ
ん
に
み
せ
る
こ
と
に

し
て
、
書
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

東
條
さ
ん
の
原
稿
に
感
じ
た
違
和

感
は
、「
右
翼
の
言
っ
て
る
こ
と
に

も
、
へ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
書

い
て
い
る
点
で
す
。
僕
は
、
東
條
さ

ん
が
こ
う
い
う
こ
と
を
書
く
中
に
、

「
や
っ
ぱ
り
あ
い
つ
ら
（
右
翼
）
の

言
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
、
い
や

な
感
じ
が
あ
る
な
」
っ
て
い
う
気
分

が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
仕
方
な
い
ん

で
す
。

　

こ
れ
は
、
船
橋
批
判
を
す
る
人
た

ち
の
原
稿
に
も
感
じ
ま
す
。
た
と
え

ば
「
図
書
館
員
に
左
翼
が
多
い
」
的

な
こ
と
を
具
体
的
な
根
拠
を
あ
げ
る

こ
と
も
な
く
指
摘
す
る
人
が
多
く
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
は
船
橋
問
題
の
大
切

な
論
点
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

一
番
大
切
な
論
点
は
、
①
今
回
の

除
籍
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と　

②
処

分
や
原
状
回
復
を
キ
チ
ッ
と
す
べ
き

だ
と
い
う
こ
と　

③
今
後
の
改
善
を

ど
う
す
る
の
か
、
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
点
に
関
す
る
徹
底
し
た
議
論

が
必
要
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ

れ
こ
そ
が
重
要
で
、
職
員
が
な
ぜ
こ

う
し
た
こ
と
を
し
た
の
か
、
と
い
う

理
由
す
ら
不
要
な
気
が
し
ま
す
。

　

①
か
ら
③
に
つ
い
て
は
、
座
談
会

で
も
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一

度
こ
こ
で
僕
の
意
見
を
述
べ
て
お
き

ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
船
橋
西
図
書
館

が
別
掲
の
リ
ス
ト
の
除
籍
を
し
た
の

は
、
ま
っ
た
く
ダ
メ
で
す
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
量
か
ら
考

え
て
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」
グ

ル
ー
プ
の
本
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え

る
の
が
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
は
一
職
員
の
行
為
だ
と
考
え
る

の
も
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。
当
の
職

員
が
そ
の
点
に
つ
い
て
「
了
解
」
し

て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
す
。

　

②
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
行
わ
れ

た
と
き
に
、
そ
の
組
織
（
こ
の
場
合

は
船
橋
市
）
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事

後
の
対
処
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

僕
は
、除
籍
し
た
本
を
買
い
直
す
・

直
接
除
籍
し
た
職
員
と
管
理
責
任
者

を
処
分
す
る
・
買
い
直
し
た
本
の
費

用
を
そ
れ
ら
の
人
に
負
担
さ
せ
る
、

の
三
点
と
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
引

き
起
こ
さ
な
い
対
処
を
考
え
て
実
行

す
る
こ
と
、
だ
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
挙
げ
た
三
点
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
処
理
済
み
と
し
て
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
③
の
今
後
の
改
善
を
ど

う
す
る
の
か
に
つ
い
て
で
す
。
船
橋

西
図
書
館
は
、「
管
理
の
徹
底
」
と

言
っ
て
ま
す
。
館
長
な
ど
の
責
任
者

ま
で
が
キ
チ
ッ
と
見
て
決
裁
す
る
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
僕
は
こ

う
い
う
の
は
形
骸
化
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
長
」
の
つ
く
人
が
、
す
べ
て
を

見
渡
す
こ
と
こ
と
な
ん
て
出
来
っ
こ

あ
り
ま
せ
ん
。
年
間
の
除
籍
の
点
数

か
ら
想
像
し
て
も
無
理
で
し
ょ
う
。

か
り
に
リ
ス
ト
を
館
長
が
見
た
と
し

ま
す
。
除
籍
の
理
由
と
し
て
「
本
が

汚
れ
て
い
る
た
め
」
と
書
か
れ
て
い

た
ら
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
ど
う
か

は
、
実
際
に
そ
の
本
を
見
な
く
て
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
館
長
が
そ
こ
ま
で

で
き
る
か
。
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
形
骸
化
す
る
っ
て
思
う
の

で
す
。

　

理
由
を
ち
ゃ
ん
と
書
か
せ
る
に
し

て
も
、そ
れ
も
形
骸
化
し
ま
す
よ
ね
。

手
間
も
膨
大
に
か
か
り
ま
す
。
一
冊

に
つ
い
て
、三
分
で
書
く
と
し
て
も
、

一
時
間
に
二
〇
冊
。
公
務
員
の
時
給

を
三
千
円
（
年
収
六
〇
〇
万
円
と
仮

定
し
て
÷
二
〇
〇
〇
労
働
時
間
）
と

し
て
、
一
冊
あ
た
り
一
五
〇
円
も
か

か
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
複
数
の
人
が

本
気
で
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
と
す
る

と
、
そ
の
何
人
分
か
か
か
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
ん
な
カ
ネ
が
あ
る
ん
な

ら
本
を
買
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

　

で
、
面
倒
に
な
っ
て
形
骸
化
し
ま

す
。
す
る
と
、
理
由
一
覧
み
た
い
な

の
を
作
っ
て
、
問
題
を
指
摘
さ
れ
な

い
よ
う
な
も
の
を
当
て
は
め
て
い
く

だ
け
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
意
味
が

な
い
で
し
ょ
う
。

　

僕
が
考
え
る
改
善
策
は
、
今
後
の

資
料
購
入
や
除
籍
を
、
誰
が
判
断
を

し
た
の
か
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
公

開
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
船
橋
西
図
書
館
の
除
籍

リ
ス
ト
は
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」

グ
ル
ー
プ
に
共
感
す
る
ひ
と
が
一
生

懸
命
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
逆
な
立
場
の
人
だ
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
、
い
ろ
ん
な
考
え
の
人

の
チ
ェ
ッ
ク
に
さ
ら
さ
れ
た
ら
、
今

回
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
づ
ら

か
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
発
達
し
て
る
し
、
も
の

す
ご
く
安
く
な
っ
て
る
ん
で
、
こ
れ

を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

『
ず
・
ぼ
ん
』
編
集
部
の
反
応
に
つ

い
て
僕
の
考
え
を
述
べ
ま
す
。

　

船
橋
西
図
書
館
問
題
へ
の
『
ず
・

ぼ
ん
』
の
対
処
は
ダ
メ
で
し
た
。
こ

の
問
題
を
知
っ
て
も
す
ぐ
に
取
り
上

げ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ダ
メ
だ
っ

た
の
は
、
こ
の
一
点
だ
と
思
っ
て
ま

す
。

　
『
ず
・
ぼ
ん
』
一
号
で
は
富
山
県

立
図
書
館
の
、「
天
皇
図
録
」
の
破

棄
問
題
を
特
集
に
し
ま
し
た
。
こ
の

問
題
は
、
言
論
弾
圧
す
る
右
翼
と
、

そ
れ
に
抵
抗
す
る
左
翼
と
い
う
図
式

で
し
た
が
、『
ず
・
ぼ
ん
』
は
、
右

翼
も
左
翼
も
な
く
言
論
弾
圧
は
イ
カ

ン
と
い
う
掲
載
の
仕
方
を
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
船
橋
西
図
書
館
の
除
籍
問

題
で
は
、
富
山
の
と
き
と
ま
っ
た
く

反
対
の
図
式
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
を
す
ぐ
に
『
ず
・
ぼ
ん
』
で
取

り
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

「
右
翼
も
左
翼
も
な
く
」
が
、
僕
を

含
め
た
ず
・
ぼ
ん
編
集
委
員
の
本
物

の
考
え
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
改
め
て
ば
れ
ば
れ
に
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の
最
大

の
反
省
で
す
。

　
『
ず
・
ぼ
ん
』
は
ダ
メ
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
『
ず
・
ぼ
ん
』
に
と
っ
て

の
船
橋
問
題
の
主
体
的
な
問
題
の
キ

モ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
に

﹇
右
翼
と
左
翼
﹈と
い
う
図
式
で

モ
ノ
を
考
え
て
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ん
だ
と
思
う

沢
辺　

均

●
さ
わ
べ
・
き
ん

◉
船
橋
西
図
書
館
の
蔵
書
廃
棄
事
件
を
考
え
る


